
〈
研

究

ノ

ー

ト
〉

恋
歌
の
消
滅

『百
人

一
首
』

の
近
代
的
特
徴

に

つ
い
て

岩

井

茂

樹

恋歌の消滅

は
じ
め
に

『小
倉
百
人

一
首
』
(以
下
単
に

『百
人

一
首
』
と
い
う
場
合
は
こ
れ
を
指
す
)
と

い
う
と
読
者

は
ど

の
よ
う
な
イ

メ
ー
ジ
を
も

つ
で
あ
ろ
う
か
。
古
典

の
授
業

の

一
環
と
し
て
暗
記
し
た
と
い
う
人
も
多

い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
正
月
に
遊
ん
だ

歌
留
多
を
思

い
出
す
人
も
い
る
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
、
吉
海
直
人
氏
が
言

う
よ
う
に
、
『百
人

一
首
』
は
、
日
本
古
典
文
学
の
中

で
最
も
出
版
物

の
多

い

書
物
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
基
礎
的
研
究

は
近
年
ま
で
ほ
と
ん
ど
皆

　
ユ

　

無

に
等
し
か

っ
た
。
近
年

に
な

っ
て
様
々
な
方
面
か
ら

『百
人

一
首
』
が
論
じ

ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
が
、
例
え
ば

『万
葉
集
』
や

『源
氏
物
語
』
な
ど
と
比

較
す
る
と
、
基
礎
的
研
究
は
著
し
く
遅
れ
て
い
る
状
態
で
あ
る
と
言
え
る
。
そ

の
理
由
を

一
言

で
言
う
な
ら
ば
、
『百
人

一
首
』
が

こ
れ
ま
で
の
国
文
学
研
究

で
軽

ん
じ
ら
れ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。

つ
ま

り
古
典
文
学
と
し
て
軽
視
さ
れ
て

き
た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
。
こ
れ
だ
け
多
く

の
人
々
に
親
し
ま
れ
、
歌
留
多
な

ど
生
活

の
中

に
入

っ
て
い
る
古
典
文
学
が
他
に
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

で
あ

る
。と

こ
ろ
で
、
『百
人

一
首
』

に
関
す
る
研
究

は
、
ほ
ぼ
次

の
四

つ
に
集
約
さ

れ
る
と
言

っ
て
よ
い
。
①
成
立
と
撰
歌
、
配
列

に
関
す
る
研
究
、
②
注
釈
書

に

関
す
る
研
究
、
③
異
種
百
人

一
首
な
ど
の
享
受
史

に
関
す
る
研
究
、
④
百
人

一

首
か
る
た
の
研
究
、
で
あ
り
そ

の
大
部
分
は
①

に
関
す
る
も

の
で
あ
る
。

本
論
稿
は
、
主
に
②
及
び
③
に
関
す
る
も

の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
注
釈

書
や
享
受
史

の
研
究
に
関
し
て
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
明
治
時
代
以
前

の
も
の

に
つ
い
て
の
研
究
で
あ
り
、
明
治
以
降

の
受
容
形
態
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
注

釈
書
や
異
種
百
人

一
首
が
出
版
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
ら
に

つ

い
て
の
研
究
は
わ
ず
か
に
伊
藤
嘉
夫
氏

の

「百
人

一
首
と
佐
佐
木
信
綱

・
愛
国

百
人

一
首
前
後
」
(『跡
見
学
園
短
期
大
学
紀
要
』
第
四
号
、
昭
和
四
十
六
年
三
月
)
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と
潮
田
秀
二
氏

の

「江
戸
東
京
年
中
行
事

の
近
代
化

の
諸
相

百
人

一
首
と

雛
を
中
心
に
」
(『日
本
民
俗
学
』

一
九
二
号
、
平
成
四
年
十

一
月
)
が
あ
る
く
ら

い
で
そ
れ
以
外
は
皆
無
と
い
っ
て
い
い
状
態

で
あ
る
。
そ
こ
で
本
論
稿
で
は
、

主

に
明
治
時
代
の
異
種
百
人

一
首
、
な
ら
び

に
注
釈
書

に
つ
い
て
論
述
を
行
う

が
、
そ

の
な
か
で
も
特

に
こ
の
時
期

に
特
有
な
恋
歌
を
除
い
た
百
人

一
首
と
、

恋
歌
を
非
難
し
た
注
釈
書
を
対
象
と
し
て
考
察
を
行
う
。
尚
、
本
文
に
引
用
す

る
文
献
に
つ
い
て
は
、
漢
字
、
仮
名
共

に
現
在
通
用
す
る
も

の
に
改
め
た
。

一

『百
人

一
首
』

に
対
す
る
非
難

第
二
次
世
界
大
戦
後

に
生
ま
れ
、
学
校
教
育
を
受
け
た
者

に
と

っ
て
、
『百

人

一
首
』
が
非
難
の
対
象
と
な

っ
て
い
た
、
と

い
う
事
実
を
容
易

に
想
像
す
る

　
　

　

こ
と
が

で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。
『百
人

一
首

』
の
何
が
非
難

の
対
象

に
な
る
の

か
さ
え
も
わ
か
ら
な

い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
江
戸
時
代
に
は
女
子
用
往
来
と
し

　
ヨ

　

て
女
子
教
育

に
使
わ
れ
て
い
た
と
い
う
事
実
を
知

っ
て
い
る
者

に
と

っ
て
も
、

そ
れ
は
不
思
議
な
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
明
治
時
代
以
降
第
二

次
世
界
大
戦
前

(特
に
明
治
時
代
)

に
は

『
百
人

一
首
』
に
恋
歌
が
多

い
と
い

う
こ
と
が

「
風
教
上
よ
く
な
い
」
と
い
う
意
見
が
多
く
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

以
下
、
具
体
例
を
い
く
つ
か
年
代
順

に
挙
げ

て
み
よ
う
。

『百
人

一
首
』
が
非
難
さ
れ
た
最
も
早

い
例

と
し
て
は
、
明
治
十
五
年

(
一
八

八
二
)
の
西
村
茂
樹

「或
問
十
五
條
」

(日
本
弘
道
会
編

『西
村
茂
樹
全
集

第

一

巻
』
思
文
閣
、
昭
和
五
十

一
年
八
月
)
が
挙
げ

ら
れ
る
。
彼
は
こ
の
中

の

「其
六

小
倉
百
人

一
首

の
事
を
論
ず
」

中

で
、
或
人

の
、

と

い

う

文

章

(
一
〇

〇

七

-

一
〇

=

二
頁

)

の

本
邦

の
風
俗
に
て
、
女
子
六
七
歳
に
至
れ
ば
、
定
家
卿

の
百
人

一
首
を

読
ま
す
る
こ
と
と
な
り
、
正
月

の
女
子

の
遊
戯

に
も
、
歌
か
る
た
と
い
ふ

も
の
あ
り
て
、
貴
賤
と
も
普
ね
く
是
を
玩
べ
り
。
拙
者
も
女
子
あ
る
に
よ

り
此
百
人

一
首
を
読
ま
す
れ
ど
も
、
如
何
に
せ
ん
百
首

の
中

の
七
八
分
は

恋
歌
に
し
て
、
和
歌

の
道
よ
り
い
は
ゴ
貴
き
謂

は
れ
も
あ
る
べ
き
な
れ
ど

も
、
人
心
風
俗
よ
り
い
ふ
時
は
淫
靡

に
導
く
の
恐
れ
な
き
を
得
ず
、
此
義

い
か
な
る
も
の
に
や
。

と

い
う

問

い

に
対

し

て
、

答
て
曰
く
、
よ
く
も
心
付
か
れ
た
り
、
百
人

一
首

の
歌
は
何
れ
も

一
首

の
風
体

に
し
て
、
意
味
極
め
て
曲
折
に
渉
り
、
容
易
に
其
義
を
解
し
難
き

物
多
し
、
故
に
幸

に
し
て
女
児
は
唯
是
を
暗
誦
す
る
の
み
な
れ
ど
も
、
も

し
よ
く
其
意
味
を
解
し
た
ら
ば
、
甚
だ
不
都
合
な
る
こ
と
多

か
る
べ
し
、

其
解
せ
ざ
る
を
幸
と
し
て
、
此

の
如
き
淫
褻

の
歌
を
女
児

に
読
ま
し
む
る

は
、
人
の
父
母
た
る
の
道
に
非
ざ

る
べ
し
。

と
述
べ
て
い
る

(
一
〇
〇
七
-

一
〇
〇
八
頁
)。
彼
は

「明
六
雑
誌
」

の
執
筆
者
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恋歌の消滅

の

一
人
で
あ
り
、
儒
教
の
教
え
に
則

っ
た
道
徳
論
や
教
育
論
を
展
開
し
た
人
で
、

　
　

　

明
治
初
期
の
教
育
界

に
大
き
な
影
響
力
を
も

つ
人
で
あ

っ
た
。
こ
の
論

に
特
徴

的
な
の
は
、

『百
人

一
首
』
が

「女
子

の
教

育
上
よ
く
な
い
」
と
言
わ
れ

て
い

る
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
先

に
述
べ
た
よ
う
に
江
戸
時
代
に

『百
人

一
首
』

が
女
子
往
来
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
と
い
う
前
時
代
的
風
俗
に
対
す
る
改
革
論

で
あ
る
。
彼
は
、
先
述
し
た
様
に
、
多
分
に
儒
教
的
な
精
神
論
を
展
開
し
た
人

で
あ
る
か
ら
、
庶
民
に
広
く
流
布
し
歌
留
多

と
し
て
も
行
わ
れ
て
い
た

『百
人

一
首
』
に
対
し
て
教
育
的
立
場
か
ら
こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
を
も

っ
た
と
思
わ

れ
る
。
「女
子
教
育

に
よ
く
な

い
」
と
い
う
論
調
は
、
こ
れ
以
降
も
根
強
く
残

る
。
例
え
ば
、
『女
子
の
と
も
』
第
十
九
号

(東
洋
社
、
明
治
三
十

一
年
三
月
、

三
ニ
ー
三
九
頁
)
に
は
、
笠
原
政
億

「百
人

一
首
講
義
緒
言
」
が
掲
載
さ
れ
て

い
る
が
、
こ
こ
に
は

『百
人

一
首
』
が
藤
原

定
家
の
撰
で
あ
り
広
く
知
ら
れ
る

と
こ
ろ
と
な

っ
た
、
と
い
う
事
を
述
べ
た
後

に
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る

(三

ニ
ー
三
三
頁
)。

然
る
に
其
歌

の
中
、
恋
歌

の
多
き
に
心
付
か
ず
、
歌
よ
み
の
歌
知
ら
ず

と
云
ふ
有
様
に
て
、
随
分
聞
苦
し
き
も

の
も
あ
り
て
、
女
子
の
教
育
に
妨

げ
あ
ら
ん
と
思
ふ
歌
ど
も
あ
り
。
今
之

を
省
き
て
講
義
を
為
さ
ん
と
す
。

こ
の
講
義
は
以
後
恋
歌
を
除
い
て
第
三
十
四
号
ま
で
続
け
ら
れ
る

　
ら

　

二
十

五
、

二
十

六
、

二
十

九
、

三
十

、

三
十

三
、

三
十

四
号
)
。

(十

九

、

『女
学
世
界
』
第

八
巻
第

一
号

(博
文
館
、
明
治
四
十

一
年

一
月
)
に
掲
載

さ

れ
た
糸
左
近

「衛
生
評
釋

百
人

一
首
」
(
一
一
三
1

一
四
五
頁
)
は
、
百
人

一

首

の
各
歌
に
つ
い
て

「語
釈
」、
「大
意
」

の
後
に
著
者

の

「衛
生
観
」
な
る
も

の
が
付
い
て
い
る
が
、
恋

の
歌
に
つ
い
て
は
か
な
り
手
厳
し
い
。
例
え
ぽ
、

一

三
番
陽
成
院

の

「筑
波
根

の
峯
よ
り
落

つ
る
み
な
の
川
恋
ぞ
積
も
り
て
淵
と
な

り
ぬ
る
」
と
い
う
歌
に
は
次
の
よ
う
な

「衛
生
観
」
な
る
も

の
が
示
さ
れ
て
い

る

(
一
二

一
頁
)。

恋
と
悲
観
と
は
相
伴
ひ
易
く
、
而
し
て
悲
観
は
亦
心
神

の
衰
弱
よ
り
来

る
も
の
で
あ
る
、
殊
に
神
経
質
の
人
は
意
思
の
薄
弱

に
な
り
、
為

に
感
情

に
鋭
く
馳
せ
、
恋
愛
は
神
聖
だ
な
ど
と
途
方
途
徹
も
な
い
議
論
を
持
ち
出

し
、
星
よ
菫
よ
と
騒
ぐ
も
の
だ
、
余
は
思
ふ
に
、
夫
婦
相
愛
す
る
が
如
き

を
恋
愛
と
は
名
つ
く
べ
か
ら
ず
と
、
故
に
恋
愛
と
い
へ
ば
、
必
ず
夫
婦
外

の
男
女
相
愛
す
る
も

の
で
、
神
聖
所
か
、

一
種

の
神
経
的
病
と
看
做
す

の

で
あ

る
、
(中
略
)
鳴
呼
恋

は
病
的
よ
り
來
る
も

の
、
読
者
諸
子
に
し
て

恋

の
心
起

ら
ば
冷
水
摩
擦
を
實
行

し
て
大
気

に
触
れ
、
運
動
を
な
し
給

は
ゴ
其
心
は
自
然

に
消
滅
せ
ん
こ
と
受
合

で
あ
る
。

以
後
も
こ
の
評
釈
は
恋
歌
に
つ
い
て
は
病
で
あ
る
と
し
、
専
ら
手
厳
し
い
評

価
を
与
え
る
。
こ

の
記
事

は
、
後

に

『衛
生
評
釋

百
人

一
首
』
(東
京
堂
書

店
、
明
治
四
十

一
年
十
二
月
)
と
し
て
出
版
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
頃

に
な
る
と
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女
子
だ
け
で
な
く
、
子
供
に
恋

の
歌
を
読
ま
せ
、
そ
の
意
味
を
知
る
こ
と
を
懸

念
す
る
論
調
が

一
般
的
と
な
る
。
第
三
章
で
述
べ
る
が
、
こ
の
頃
に
は

『百
人

一
首
』
は
男
女
と
も
に
楽
し
め
る
歌
留
多
と

し
て

一
般
家
庭
に
も
広
く
定
着
し

て
お
り
、
女
子
教
育
に
使
わ
れ
る
と
い
う
よ
り
も
、
歌
留
多
を
通
じ
て

『百
人

一
首
』
に
触
れ
る
と
い
う
人
の
ほ
う
が
圧
倒
的
に
多
く
な
る
。
し
た
が

っ
て
、

「女
子
教
育

に
影
響
あ
り
」
と
い
う
考
え
か
ら
、
コ

般

の
子
供
に
読
ま
せ
る
の

は
問
題
あ
り
」
と
い
う
論
調

に
変
化
す
る
の
で
あ
る
。

一
方
、
こ
れ
ら
恋
歌
を
排
斥
す
る
立
場
に
対
し
反
論
す
る
も
の
も
あ

っ
た
。

例
え
ば
、
三
田
村
熊
之
助

『標
註

百
人

一
首
詳
解
』
(鹿
田
書
店
、
明
治
二
十

六
年
十

一
月
)
で
は
、
そ
の
凡
例
に
次

の
よ
う

な
記
述
が
あ
る

(二
頁
)。

一

百
首

の
中
恋
歌
な
ら
ぬ
は
指
を
折

る
ほ
ど
な
り
。
之
を
少
年
に
授
く

る
は
却

て
淫
風
に
導
く
本
な
ら
ん
と
思

ふ
人
も
あ
る
べ
け
れ
ど
、
そ
は
歌

の
真
心
を
し
ら
ぬ
者

の
言
ひ
草
な
り
。
解
釈

の
為
し
方
、
意
味

の
取
り
方

に
よ
り
て
淫
風
を
誨
し
ふ
る
媒
と
な
る

べ
く
性
情
を
養
ひ
、
気
格
を
高
尚

に
す
る
材
料
と
も
成
る
べ
け
れ
ば
、
古

人
の
所
謂
る
之
を
義

に
さ
と
る
こ

そ
必
要
な
れ
。

つ
ま
り
、
確
か
に

『百
人

一
首
』
に
は
恋
歌

は
多
い
け
れ
ど
も
、
そ
れ
を
教

え
る
こ
と
は
何
ら
問
題
な
い
ぼ
か
り
か
、
却

っ
て
教
え
る
こ
と
が
大
切

で
あ
る
、

と
い
う

の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
恋
歌
を
擁
護
し
た
上
で

『百
人

一
首
』

の
評
釈
を
行
う
と
い
う

注
釈
書
は
、
他
に
も
数
種
あ
る
。
例
え
ば
大
阪
毎
日
新
聞
社
学
芸
部
編

『小
倉

百
人

一
首
俗
解
』

(大
阪
毎
日
新
聞
社
、
明
治
四
十
二
年
十
二
月
)
な
ど
が
そ
れ

に
当

た
る
。
ま
た
、
尾
崎
雅
嘉

『百
人

一
首

一
夕
話
』
は
、
天
保
四
年

(
一
八

三
三
)
に
刊
行
さ
れ
た
百
人

一
首

の
有
名
な
注
釈
書
で
あ
る
が
、
明
治
四
十
四

年
十
二
月
に
至
誠
堂
か
ら
刊
行
さ
れ
た
も

の
に
は
、
大
町
桂
月

の

「
百
人

一
首

一
夕
話

に
冕
す
」
と
題
す
る
解
題
が

つ
い
て
い
る
。
そ
こ
に
は
こ
ん
な

一
文
も

見
ら
れ
る

(
一
-
二
頁
)。

人
或
は
曰
く
、
百
人

一
首
に
は
恋
歌
多
し
。
道
徳
上
弊
害
あ
り
と
。
こ
れ

道
学
先
生
的
見
解
也
。
恋
歌
が
不
可
な
り
と
な
ら
ば
、
和
歌
な
き
也
。

(中
略
)
恋
歌
も
物

に
こ
そ
よ
れ
、
百
人

一
首

に
収
め
た
る
恋
歌

は
、
す

べ
て
み
な
純
潔
也
、
優
美
也
、
高
尚
也
。
も
し
こ
れ
を
禁
遏
す
れ
ぽ
、
竊

に
他

の
猥
雑
な
る
小
説
類
に
趨
り
て
、
其
の
結
果
却

っ
て
大

に
悪
く
な
ら

む
こ
と
必
せ
り
。

恋
歌
を
非
難
す
る
も
の
も
擁
護
す
る
も

の
も
、
恋
歌
を
問
題
視
し
て
い
る
と

い
う
点

で
は
同
じ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に

『百
人

一
首
』

の
恋
歌
を
問
題
視
す

る
論
は
、
明
治
時
代
以
前

の
書
物

に
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
も

の
で
あ
る
。

『百
人

一
首
』

の
注
釈
書
類

(『百
人

一
首
注
釈
書
叢
刊
』
和
泉
書
院
な
ど
)
、
歌

論
書
類

(『日
本
歌
学
大
系
』
風
間
書
房
な
ど
)、
随
筆
類

(『日
本
随
筆
大
成
』
吉
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恋歌の消滅

川
弘
文
館
な
ど
)
に
は
、
『百
人

一
首
』
の
恋
歌
を
問
題
視
す
る
よ
う
な
記
述

は

無

い
。

つ
ま
り
、
『百
人

一
首
』

の
恋
歌
が

論
議

の
対
象
と
な
る
の
は
明
治
時

代
か
ら
と
言

っ
て
よ
い
の
で
あ
る
。

以
上
、
明
治
以
降

『百
人

一
首
』
に
つ
い
て
恋
歌
を
め
ぐ
る
論
議
が
さ
か
ん

で
あ

っ
た
こ
と
を
い
く

つ
か
の
旦
ハ体
例
を
挙
げ

て
述
べ
た
。

次

に
こ
の
よ
う
な
恋
歌
を
問
題
視
す
る
よ
う
な
論
調
の
中
、
作
り
代
え
ら
れ

た
い
く

つ
か
の

『百
人

一
首
』
に
つ
い
て
述

べ
る
こ
と
に
す
る
。

二

恋
歌
を
排
除

し
た

『百
人

一
首
』

『百
人

一
首
』
を
新
し
く
作
り
代
え
た
い
わ
ゆ
る

「異
種
百
人

一
首
」
(「変
わ

り
百
人

一
首
」
と
も
い
う
)
に
つ
い
て
は
、

い
く

つ
か
の
研
究
論
文
が
あ
り
、

徐
々
に
そ
の
実
態
が
明
ら
か
に
な
り

つ
つ
あ

る
。
例
え
ば
有
吉
保
氏
は

「
異
種

百
人

一
首
」
(『国
文
学

解
釈
と
鑑
賞
』
第
四
十
八
巻
第

一
号
、
至
文
堂
、
昭
和
五

十
八
年

一
月
、

一
二
四
ー

;

=

頁
)
で
、
「
異
種
百
人

一
首
」
を
そ

の
性
格

か

ら
次

の
七

つ
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
①
秀
歌

を
主
と
す
る
も
の

(『秀
歌
百
人

一

首
』
な
ど
)、
②
武
家
を
中
心
と
す
る
も

の

(『勇
猛
百
人

一
首
』
な
ど
)、
③
女

性
を
中
心
と
し
た
も
の

(『女
百
人

一
首
』
な
ど
)、
④
道
歌
を
中
心
と
し
た
も

の

(『道
歌
百
人

一
首
』
な
ど
)、
⑤
時
代
区
分

に
よ
る
も
の

(『現
存
百
人

一
首
』

な
ど
)、
⑥
出
典

に

一
定

の
制
限

の
あ
る
も

の

(『古
今
百
人

一
首
』
な
ど
)、
⑦

そ
の
他

の
異
種
百
人

一
首

(『和
漢
百
人

一
首
』
な
ど
)
と
い
っ
た
分
類

で
あ
る
。

本
論
稿

で
紹
介
す
る
異
種
百
人

一
首
は
、

こ
の
分
類
に
よ
れ
ば
⑦

に
入
る
の
で

あ
る
が
、
私
は
こ
こ
に

「恋
歌
を
排
除
し
た
も
の
」
と
い
う
新
た
な

一
つ
の
分

類
項
を
付
け
加
え
た
い
。

恋
歌
を
除

い
た

『百
人

一
首
』
が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
明
治
以
降

で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
に
も
結
果
的
に
恋
歌
が
除
か
れ
た

『百
人

一
首
』
が
作
ら

れ
る
こ
と
は
あ

っ
た
が

(例
え
ば
上
記
④
に
は
そ
の
よ
う
な
も
の
が
い
く
つ
か
あ

る
)、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

『百
人

一
首
』

の
恋
歌
だ
け
を
除
き
、
新

た
な
百
人

一

首
を
作
る
と
い
う
動
き
は
、
明
治
に
な

っ
て
か
ら
生
じ
た
こ
と
で
あ
る
。
明
治

以
降
に
作
ら
れ
た
、
恋
歌
を
除
い
た

『百
人

一
首
』
を
表
1
に
ま
と
め
た
。
本

論
稿
で
は
、
西
村
茂
樹
撰

『新
撰
百
人

一
首
』
(中
外
堂
、
明
治
十
六
年
九
月
)

と
、
蔦
迺
舎
主
人
撰

『修
正
小
倉
百
首
』
(女
学
雑
誌
社
、
明
治
二
十
六
年
九
月
)

を
取
り
上
げ
、
比
較
対
象
と
し
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

『百
人

一
首
』
と
の
違

い
を

述
べ
る
。

ま
ず
、
西
村
茂
樹
撰

『新
撰
百
人

一
首
』
は
、
『百
人

一
首
』
か
ら
恋
歌
と

　
　

　

思
わ
れ
る
も
の
を
完
全

に
除

い
て
い
る
。
こ
の
中

に
は
、
出
典
と
思
わ
れ
る
勅

撰
集
で
は
恋

の
部
に
分
類
さ
れ
て
い
な
い
も

の
も
含
ま
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、

一
二
番
僧
正
遍
昭

の
歌

「
あ
ま

つ
か
ぜ

…
…
」
は
、
『古
今
和
歌
集
』
雑

の
部

を
出
曲
ハと
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
に
、
西
村
は
こ
れ
を
恋

の
歌
と
し
て
、
代

わ
り
に

「
た
ら
ち
ね
は
…
…
」

の
歌
を
採
用
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
歌
は
他

に
も
六
二
番
清
少
納
言
、
六
七
番
周
防
内
侍
、
七
五
番
藤
原
基
俊
、
九
九
番
後

鳥
羽
院
、

一
〇
〇
番
順
徳
院

の
歌

に
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
『百
人

一
首
』

で
恋

の
歌
と
さ
れ
て
い
る
歌

(出
典
と
さ
れ
る
勅
撰
集
で
恋
の
部
に
属
す
る
も
の
)
で
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百人一首 新撰百人一首 修正小倉百首
歌番号 作 者 歌(初 句) 作 者 歌(初 句) 作 者 歌(初 句)
054 儀同三司母 わすれじの 伊勢大輔 ▲ゆめとのみ

55 大納言公任 た きのお とは 清少納言 ■のが るれ ど

056 和泉式部 あらざらむ 権中納言定頼 ▲とやまふ く

57 紫式部 め ぐりあひて 相模 ▲ことのはに

058 大弐三位 あ りまや ま 大僧正行尊 ▲はるかなる

059 赤染衛門 やすらはで 周防内侍 ■あさからぬ ▲お もふ こと

60 小式部内侍 お ほ え一や ま 三条院

61 伊勢大輔 いにしへの 能因法師
62 清少納言 よをこめて 良暹法師 ■ もとめても

063 左京大夫道雅 いまはただ 大納言経信 ▲ もろともに

64 権中納言定頼 あさぼらけ 前中納言匡房
◎65 相模 うらみわび 源俊頼朝臣 ▲ うづ らなく ▲あはれにも

66 前大僧正行尊 もろともに 藤原基俊 ■み よしのの

67 周防内侍 はるの よの 法性寺入道 ■さ くらぽな

68 三条院 こころにも ●白河院 おほゐがは
69 能因法師 あ らしふ く 崇徳院 ▲はなはねに

70 良暹法師 さびしさに 源兼昌
71 大納言経信 ゆふされば 後徳大寺左大臣
072 祐子内親王家紀伊 お とにきく 皇后宮大夫俊成 ▲お くしもも

73 権中納言匡房 たかさごの 藤原清輔朝臣
074 源俊頼朝臣 うか りける 俊恵法師 ▲ひさぎおふる ▲あすもこん

75 藤原基俊 ちぎ りお きし ●源仲正 さみだれは
76 法性寺入道前関白太政大臣 わたのはら 西行法師 ▲いつ くにも

077 崇徳院 せをはやみ 寂蓮法師 ▲もみちぽの

78 源兼昌 あはちしま ●法橋顕昭 なみまより

79 左京大夫顕輔 あきかぜに ●従三位頼政 みや こには

Oo80 待賢門院堀河 ながからむ ●平忠盛朝臣 あ りあけの ▲ときはなる

81 後徳大寺左大臣 ほととぎす ●平忠度 さざなみや
OO82 道因法師 おもひわび 式子内親王 ▲やまふかみ ▲か ものゐる

83 皇太后宮大夫俊成 よのなかよ 殷富門院大輔 ▲はるかぜの

84 藤原清輔朝臣 なが らへば 後京極摂政
085 俊恵法師 よもすが ら ●宮内卿 こころある ▲ながめやる

086 西行法師 なげけとて 二条院讃岐 ▲をりこそあれ ▲こころなき

87 寂蓮法師 む らさめの 鎌倉右大臣
088 皇嘉門院別当 なにはえの 参議雅経 ▲やまがはに

089 式子内親王 たまのをよ 前大僧正慈円 ▲かへ りこぬ

090 殷富門院大輔 みせぼやな 入道前太政大臣 ▲はるかぜの

91 後京極摂政前太政大臣 き りぎ りす 権中納言定家 ▲ こまとめて

092 二条院讃岐 わがそでは ▼正三位家隆 ▲ち りかかる

93 鎌倉右大臣 よのなかは ●寂然法師 さらぬだに

94 参議雅経 み よしのの ●大僧正行慶 つ くづ くと

95 前大僧正慈円 おほけな く ●源具親朝臣 なにはがた
96 入道前太政大臣 はなさそふ ●大蔵卿有家 いはがねの

097 権中納言定家 こぬひとを ●俊成卿女 かぜかよふ ▲ こまとめて

98 従二位家隆 かぜそよぐ ●鴨長明 いしかはや

99 後鳥羽院 ひともをし ■あさひさす
100 順徳院 ももしきや ■たましまや

備考 0
●

▲

■
▼

『百人一首』で恋の歌とされるもの(出 典より)

『百人一首』 と作者そのものを差し替えたもの

『百人一首』 と作者は同じであるが恋歌以外に差 し替えたもの

『百人一首』で出典からは必ず しも恋の歌とは言いがたいが、歌が差 し替>xら れているもの

『百人一首』 と歌は同一であるが作者の位の表記が異なるか、又は歌が万葉集の形に改められ

たもの
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表1恋 歌を排除 した百人一首 の比較

百人一首 新撰百人一首 修正小倉百首

歌番号 作 者 歌(初 句) 作 者 歌(初 句) 作 者 歌(初 句)
1 天智天皇 あきのたの

2 持統天皇 はるすぎて ▼

Oo3 柿本人麿 あしびきの ▲ほのぼのと ▲ほのぼの と

4 山辺赤人 たこの うらに ▼たこのうらゆ

5 猿丸大夫 お くやまに

6 中納言家持 かささぎの

7 安部仲麿 あまのはら

8 喜撰法師 わがいほは

9 小野小町 はなのいろは ■ふきむすぶ

10 蝉丸 これや この

11 参議篁 わたのはら

12 僧正遍昭 あまつかぜ ■た らちねは

Oo13 陽成院 つ くばねの 光孝天皇 ●元明天皇 とぶとりの

14 河原左大臣 みちのくの 中納言行平 ■けふ さくら

15 光孝天皇 きみがため 在原業平
16 中納言行平 たちわかれ 藤原敏行朝臣 ▲あききぬと

17 在原業平 ちはやぶる 伊勢 ▲としをへて

Oo!8 藤原敏行朝臣 すみのえの 素性法師
"

▲みわたせは ▲あききぬと

019 伊勢 なにはがた 文屋康秀 ▲はるがすみ

020 元良親王 わびぬれぽ 大江千里 ▲あさまだき

021 素性法師 いまこむ と 菅家 ▲みわたせば

22 文屋康秀 ふ くからに ●大伴黒主 かがみやま

23 大江千里 つきみれぽ 貞信公

24 菅家 このたびは 中納言兼輔 ▲ひとのおやの

025 三条右大臣 なにしおはぽ 源宗于朝臣 ▲か くてのみ

26 貞信公 を ぐらや ま 凡河内躬恒

027 中納言兼輔 みかのはら 壬生忠岑 ▲はるたつ と ▲ひとのおやの

28 源宗于 やまざとは 坂上是則

29 凡河内躬恒 こころあてに 春道列樹
030 壬生忠岑 ありあけの 紀友則 ▲はるたつ と

31 坂上是則 あさぼらけ 藤原興風
32 春道列樹 やまがはに 紀貫之

33 紀友則 ひさかたの 清原深養父
34 藤原興風 たれをかも 文屋朝康
35 紀貫之 ひとはいさ ●源当純 たにかぜに

36 清原深養父 なつのよは ●在原元方 あらたまの

37 文屋朝康 しらつゆに 平兼盛 ▲かぞふれぽ

038 右近 わす らるる 壬生忠見 ▲やかず とも ▲としつきの

039 参議等 あさちふの 清原元輔 ▲わがやどの ●大伴黒主 かがみやま

◎40 平兼盛 しのぶれ ど 恵慶法師 ▲ くれてゆ く

041 壬生忠見 こひすてふ ●藤原仲文 あ りあけの ▲さよふけて

042 清原元輔 ちぎりきな 源重之 ▲あしのはに ▲あきののの

043 権中納言敦忠 あひみての 大中臣能宣朝臣 ▲ちとせまで ▲ちとせふる

Oo44 中納言朝忠 あふ ことの 藤原実方朝臣 ▲ころもでの ▲ くらはしの

Oo45 謙徳公 あはれとも ●斎宮女御 ことのねに ▲みたや もり

◎46 曾禰好忠 ゆらのとを ●橘直幹 おもひや る ▲た ぐひなき

47 恵慶法師 やへむ ぐら 大納言公任
Oo48 源重之 かぜをいたみ ●源順 みつのおもに ▲よしのやま

Oo49 大中臣能宣朝臣 みかきも り 和泉式部 ▲ くれぬめ り ▲ちるはなに

OO50 藤原義孝 きみがため 紫式部 ▲のべみれぽ

Oo51 藤原実方 か くとだに 大弐三位 ▲はるかなる ▲みや こび と

◎52 藤原道信朝臣 あけぬれぽ 赤染衛門 ▲かへ るか り ▲さよふけて

Oo53 右大将道綱母 なぎきつつ 小式部内侍 ▲みや こびと
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他

に
彼
が
ふ
さ
わ
し
い
と
思
う
歌
が
あ
る
場
合
は
、
同
じ
作
者

の
別
の
歌
を
採

用
し
て
い
る
が

(例
え
ば
三
番
柿
本
人
麿
な
ど
二
十
四
首
が
こ
れ
に
該
当
す
る
)、

同
作
者
で
ふ
さ
わ
し
い
と
思
わ
れ
る
歌
が
な

い
場
合
は
、
他
の
作
者

の
歌
を
載

せ
て
い
る

(例
え
ぽ
二
五
番
三
条
右
大
臣
を
大
伴
黒
主
に
代
え
て
い
る
。
全
部
で
二

十
首
が
該
当
)。
そ
し
て
、
二
番
と
四
番

の
歌

は

『万
葉
集
』

の
歌

の
読

み
に

し
た
が

っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
三
点
が
こ
の

『新
撰
百
人

一
首
』
の
特
徴

で
あ
る
。

西
村
茂
樹

は
前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
恋
歌
非
難

の
立
場
を
と

っ
て
お
り
、
そ
れ

を
実
践
し
た
の
が
こ
の

『新
撰
百
人

一
首
』

で
あ
る
。

一
方
、
蔦
迺
舎
主
人
撰

『修
正
小
倉
百
首
』
は
、
出
曲
ハと
さ
れ
る
勅
撰
集

で

は
恋

の
部

に
入

っ
て
い
る
も

の
は
す
べ
て
他

の
歌

に
代
え

て
い
る
こ
と
は
、

『新
撰
百
人

一
首
』
と
同
じ
で
あ
る
が
、
こ
ち
ら
は
必
ず
下
記
の
例
外
を
除
き
、

同
じ
作
者

の
恋
歌
で
な
い
歌
を
採
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
特
徴
的

で
あ
る
。

つ

ま
り
、
『新
撰
百
人

一
首
』
に
比

べ
て
で
き

る
限
り
作
者
は
代
え
な
い
よ
う
に

し
よ
う
と

い
う
意
識
が
強
く
働
い
て
い
る
。

た
だ
し
、

こ
の
書
に
も

『新
撰
百

人

一
首
』
と
同
様

に
、
出
典
と
さ
れ
る
勅
撰

集
で
恋

の
部
に
属
し
て
い
な
い
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
歌
が
代
え
ら
れ
て
い
る
も

の
が
あ
る
。
旦
ハ体
的

に
は
、
九
番

小
野
小
町
、

一
四
番
河
原
左
大
臣
、
六
二
番

清
少
納
言
、
六
七
番
周
防
内
侍

の

四
首
が
そ
れ
に
該
当
す
る
。
作
者
が
代
え
ら
れ
た
陽
成
院
と
参
議
等

に
つ
い
て

は
次

の
よ
う
な
理
由

に
よ
り
作
者

の
変
更
が

な
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
陽
成
院

の
歌
は
他

の
勅
撰
集

で
は
見
あ
た
ら
な

い
の
で
、
代
わ
り

に
元
明
天
皇

の
歌

「
と
ぶ
と
り
の
…
…
」
を
入
れ
た
と
思
わ
れ

る
。
こ
の
改
変

に
は
、
せ
め
て
集

中

の
天
皇

の
数
は
変
え
ま
い
と
い
う
意
図
が
感
じ
ら
れ
る
。
ま
た
、
参
議
等

の

か
わ
り
に
大
伴
黒
主
を
称
し
て
い
る
の
は
、
次
の
よ
う
な
理
由
に
よ
る
と
推
測

さ
れ
る
。
参
議
等
は
、
勅
撰
集

に
四
首
採
ら
れ
て
い
る
歌
人
で
あ
る
が
、
そ

の

す
べ
て
が

『後
撰
和
歌
集
』

に
収

め
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
四
首

の
内
、

三
首
が
恋

の
部

に
あ
る
。
残
り

一
首

は
雑
部
に
収

め
ら
れ
て
い
る
が
、
「
う
た

た
ね

の
と
こ
に
と
ま
れ
る
白
玉
は
君
が
を
き
け
る
露
に
や
あ

る
ら
ん
」
と
い
う

歌
で
、
恋
歌
に
解
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
こ
で
彼
を
は
ず
し
、
六
歌
仙
中

一
人
だ
け

『百
人

一
首
』
に
入

っ
て
い
な
い
大
伴
黒
主
を
入
れ
た
と
考
え
ら
れ

る
の
で
あ
る
。

こ
の
他

に
も
、
恋
歌
が
入

っ
て
い
る
の
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
し
て
作
り
直

さ
れ
た

『百
人

一
首
』
が

い
く

つ
か
あ
り
、
最
も
新
し
い
と
こ
ろ
で
は
金
子
薫

園

『皇
国
百
人

一
首
』
(文
明
社
、
昭
和
十
七
年
七
月
)
が
あ

る
が
、
こ
れ
ら
は
、

有
吉
氏
の
分
類

に
よ
れ
ぽ
、
①

か
④
か
⑥

の
い
ず
れ
か
に
分
類
さ
れ
る
も

の
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
、
さ
し
あ
た
り
検
討
の
対
象

に
は
加
え
な
い
で
お
く
。

現
在
私
が
把
握
し
て
い
る

『百
人

一
首
』

の
恋
歌

の
排
除
だ
け
を
目
的
に
改

変
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る

『百
人

一
首
』
は
こ
の
二
例
だ
け
で
あ
る
が
、

こ
の
他

に
も
こ
の
よ
う
な
も
く
ろ
み
で
作
り
代
え
ら
れ
た

『百
人

一
首
』
が
存
在
す
る

可
能
性
は
大
い
に
あ

る
。
多
く
の

「異
種
百
人

一
首
」
が
明
治
以
降

に
も

つ
く

ら
れ
て
い
る
た
め
、
そ
の
す
べ
て
を
把
握
す
る
こ
と
は
困
難
で
は
あ
る
が
、
新

た
な
分
類
方
法
も
考
え
な
が
ら
引
き
続
き
調
査
を
行
う
予
定

で
あ
る
。

以
上
、
第

一
章
で

『百
人

一
首
』
の
恋
歌
が
非
難
さ
れ
た
こ
と
が
、
そ
し
て
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第
二
章
で
恋
歌
を
排
除
し
た

『百
人

一
首
』
が
作
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

で
は
、
こ
の
よ
う
な
現
象
は
ど
の
よ
う
な
社
会
的
背
景

に
よ
っ
て
起
き
た
の
か

を
以
下
の
章
で
考
察
す
る
。

三

歌
留
多
会

の
興
隆
と
受
容
形
態
の
変
化

ま
ず
考
え
ら
れ
る
の
は
、
歌
留
多

の
影
響

で
あ
る
。
歌
留
多
と
し
て

『百
人

一
首
』
が
用

い
ら
れ
る
の
は
江
戸
時
代
初
期

か
ら
で
あ
る
が
、
江
戸
時
代

(特

に
後
半
)
に
は
女
子
用
往
来
と
し
て
使
用
さ
れ

て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
ど
ち
ら

か
と
い
え
ぽ
歌
留
多
会
は
、
女
子
を
中
心
に
行
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
明
治

に
入
る
と
、
こ
の
歌
留
多
会
が
若
い
男
女
の
ほ
と
ん
ど
唯

一
の
出
会

い
の
場
と

な
る
。

つ
ま
り
歌
留
多
会

の
性
格
が
変
化
す

る
。
明
治
時
代

の
男
女
の
出
会

い

の
場
と
い
う
の
は
、
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
な
場
合
を
除
け
ば
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
盆
踊

り
か
、
歌
留
多
会
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
盆
踊
り
は
江
戸
時
代
か
ら
度
々
禁
止

令
が
出
て
お
り
、
ま
た
明
治
に
な
っ
て
も
政
府
か
ら
何
度
も
禁
止
令
が
出
て
い

る
。
池
間
博
之

『お
ど
り
と
日
本
人
』
(ぎ

ょ
う
せ
い
、
昭
和
五
十
八
年
六
月
)

に
よ
る
と
、
盆
踊
り
は
明
治
時
代
に
四
回
ほ
ど

の
期
間
に
分
け
て
取
締
り
が
な

さ
れ
た
よ
う
で
あ
る

(二
七
九
頁
)。

第

一
回
は
明
治
五
年
-
七
年
、
文
明
開
化

の
旗
印

の
下
、
旧
来

の
風
俗

習
慣
は
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が
対
象
と
な

っ
た
。
民
衆
娯
楽

の
歌
舞
音
曲
は

き
び
し
い
取
締
り
を
う
け
た
。
盆
踊
り
も
全
国
的
に
禁
止
さ
れ
た
。

第
二
回
は
明
治
二
〇
年
-
二
一二
年
、
鹿
鳴
館
さ
わ
ぎ
が
熱
病

の
よ
う
に

収
ま

っ
て
国
粋
主
義
者
が
台
頭
し
て
国
内
が
騒
然
と
し
た
時
期
。

第
三
回

・
四
回
は
日
清

・
日
露
戦
争
中
で
、
取
締
り
よ
り
も
民
衆
側

の

自
主
規
制
も
強
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
が
証
拠

に
戦
勝
祝
賀
で
は
大

い
に
踊

っ
て
い
る
。
取
締
り
も
警
察
官
の
多
く
が
没
落
士
族
だ

っ
た
た
め

必
要
以
上
に
威
張
る
と
、
民
衆
側
が

こ
れ
を
嘲
笑
す
る
と
い
う
対
立
関
係

が
各
所

で
み
ら
れ
た
。
ま
た

コ
レ
ラ
流
行
に
よ
る
禁
令
も
適
宜
行
わ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
盆
踊
り
は
度
々
禁
止
令
が
出
さ
れ
、
行
わ
れ
な
く
な
る
地
方
が
多

く
な
る
の
に
対
し
て
、
歌
留
多
会
は
明
治
に
な

っ
て
か
ら
本
格
的

に
庶
民

の
正

月

の
遊
び
と
し
て
定
着
し
た
の
み
な
ら
ず
、
男
女
が
出
会
う
唯

一
の
…機
会
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。

例
え
ば
、
『風
俗
画
報
』
第
三
十
八
号

(東
雲
堂
、
明
治
二
十
五
年
二
月
)
に

は

「
ト
ラ
ム
プ
及
歌
佳
留
多
」
と
題
す

る
文
章

(
一
五
-

一
七
頁
)
の
中

に
次

の
よ
う
な
記
述
が
見
ら
れ
る

(
一
五
頁
)。

色
気
づ
き
し
少
年
令
嬢
は
西
洋

カ
ル
タ
百
人
首

の
遊
び
に
夜
を
更
し
て

下
女
馬
丁
の
足
を
労
さ
し
む
る
を
知
ら
ず

(後
略
)

ま
た
、
同
第

二
百
四
号

(明
治
三
十
三
年

一
月
)
の

「
歌
賀
留
多
」
と
い
う

記
事

(七
-

一
二
頁
)
に
は
次

の
よ
う
な
記
述
も
見
え
る

(
二

頁
)。
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明
治
三
十
三
年
を
迎

へ
た
る
今
年
も
、
東
京
府
内

に
於
て
、
こ
の
戯
は

盛
む
に
行
は
れ
た
り
。
新
年
の
遊
戯
と
し
て
、
歌
賀
留
多
は
、
男
女
打
ち

混
交
り
て
の
興
な
る
に
、
そ
の
読
め
る
歌
は
、

い
つ
れ
も
恋
歌
に
し
あ
れ

ぽ
、
不
知
不
識
、
淫
猥

に
陥
り
て
、
相
思
の
恋
を
醸
す
べ
し
と
憂
慮
し
た

る
非
難

の
声
も
聞
き
た
り

(後
略
)

さ
ら
に
、
開
国
百
年
記
念
文
化
事
業
会
編

『明
治
文
化
史

第
十
三
巻

風

俗
』

(原
書
房
、
昭
和
五
十
四
年
四
月
)

の
第
九
章
第
四
節

「男
女

の
交
際
」

(三

二
一
-
四
〇
九
頁
)
で
は
、

明
治
中
期
以
後
さ
か
ん
に
な

っ
た
男

女
品
評

の
機
会

は
、
正
月
の
か
る

た
会

で
あ

っ
た
。
か
る
た
取
り
は
、
遊
戯
と
い
い
な
が
ら
も
覚
え
ず
真
剣

に
な
る
も

の
で
、
そ

の
挙
動
態
度

の
あ

い
だ
に
お
の
ず

か
ら
本
性
を
発
揮

す
る
の
で
あ

っ
た
。
こ
れ
を
異
性

へ
の
批
評
眼

の
養
成

に
用

い
た
の
は

一

種

の
才
覚
で
、
か
な
り
効
果

の
あ

っ
た
こ
と
は
疑

い
な
い
。

と

い
う
記
述
も
あ
る

(三
二
五
頁
)。

こ
の
よ
う
な
風
俗

の
変
化
は
お
の
ず
と
文
芸

の
上
に
も
現
れ
て
く
る
。

.例
え
ば
、
小
説

で
い
う
と
、
尾
崎
紅
葉

の

『金
色
夜
叉
』

(明
治
三
十
-
三
十

六
年
)
の
鴫
沢
宮
が
富
山
唯
継

に
初

め
て
出
会
う
き

っ
か
け
と
な

っ
た
の
が
歌

留
多
大
会

で
あ

っ
た
の
は
有
名

で
あ
る
が
、
そ
れ
以
前

に
も
北
村
透
谷

「星

夜
」

(『女
学
雑
誌
』
甲
の
巻
、
第
三
百
二
十
二
号
、
女
学
雑
誌
社
、
明
治
二
十
五
年

七
月
二
日
)
に
主
人
公
で
あ
る
失
恋
す
る
男
と
、
主
人
公
を
裏
切

る
女
と
の
出

会

い
が
歌
留
多
会

で
あ

っ
た
。

こ
れ
ま
で
の
い
く

つ
か
の
記
述

の
中
か
ら
、
当
時

の
歌
留
多
会

の
模
様
が
う

か
が
わ
れ
る
。
こ
の
頃
の
歌
留
多
会
は
、
男
女
が
公
然
と
同
席
で
き
る
場
で
あ

り
、
か

つ
男
女

の
品
定
め
を
す
る
機
会
で
あ

っ
た
こ
と
、
そ
し
て
し
ば
し
ば
そ

れ
が
夜

に
行
わ
れ
、
時
に
は
夜
を
徹
し
て
行
わ
れ
た
こ
と
、
な
ど
が
わ
か
る
。

ち
な
み
に
、
俳
句

の
方
で
も

「歌
か
る
た
」
が
新
年

の
季
語
に
な
る
の
は
、

明
治
時
代

で
あ
る
。
「歌

か
る
た
」
は
川
柳

で
は

(例
え
ぽ

『柳
多
留
』
な
ど
)

江
戸
時
代

か
ら
多
く
読
ま
れ
て
い
る
が
、
江
戸
時
代
に
は
今
日
で
い
う
歳
時
記

の
類

に

「
か
る
た
」
や

「歌
か
る
た
」

の
項
は
な
い
。
ま
た
、
正
岡
子
規
が
行

っ
た

「俳
句
分
類
」
と
い
う
も

の
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
室
町
か
ら
幕
末
ま
で
の

約
五
百
年
間
に
詠
ま
れ
た
約
十
二
万
句
を
子
規
が
お
よ
そ
十
年
間
か
け
て
分
類

し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
は

「
か
る
た
」、
「歌
か
る
た
」
と
い
う
項
目
が

あ
る
。
そ
し
て

「
か
る
た
」

の
項

(明
治
二
十
七
年
十
二
月
十
二
日
分
類
)
に
十

句
、
「歌
か
る
た
」

の
項

(明
治
二
十
六
年
六
月
六
日
分
類
)
に
八
句
が
載
せ
ら

れ
て
い
る
。
そ
し
て
い
ず
れ
も
季
節
を
あ
ら
わ
す
語
、

つ
ま
り
季
語

(季
題
、

以
後
季
語
と
す
る
)
が
含
ま
れ
て
い
る

(長
谷
川
櫂
編

『子
規
選
集

第
十
亠
巻

子
規
の
俳
句
分
類
』
増
進
会
出
版
社
、
平
成
十
二
年
九
月
、

一
五

一
頁
)。
ま
た
、

子
規
は
こ
の

「俳
句
分
類
」
を
甲
類
、
乙
類
、
丙
類
、
丁
類

の
四
つ
に
分
類
し
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て
い
る
が
、
「か
る
た
」
並
び
に

「歌
か
る
た
」
は
乙
類
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。

乙
類
は
季
題
以
外

の
言
葉
に
よ
る
分
類
で
あ

る
か
ら
、
こ
れ
ら
の
語
が
季
語
で

は
な
か

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
明
治
二
十
年
代
後
半
ま
で

「
か
る
た
」
並
び
に

「歌
か
る
た
」
は
季
語

と
し
て
定
着
し
て
い
な
か

っ
た
こ

と
が
わ
か
る
。
歳
時
記
や
季
寄
せ
、
あ
る
い
は
俳
句
集
な
ど
に
新
年

の
季
語
と

し
て

「歌
か
る
た
」
が
載
る
の
は
明
治
三
十
年
代

か
ら
で
あ
り
、
完
全
に
定
着

す
る
の
は
明
治
四
十
年
代

で
あ
る
。
明
治
時

代
、
「歌
か
る
た
」
を
新
年

の
季

語
と
し
て
俳
句
を
作

っ
た
の
は
、
現
在
活
字

に
な

っ
て
い
る
も
の
で
は
夏
目
漱

石
か
正
岡
子
規
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
明
治
三
十
二
年

(
一
八
九

九
)
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
夏
目
漱
石
は
こ
の
年
に

「招

か
れ
て
隣
に
更
け
し
歌

留
多
か
な
」
と
い
う
句
を
残
し
て
い
る

(『
漱
石
全
集

第
十
七
巻
』
岩
波
書
店
、

平
成
八
年

一
月
、
二
八
六
頁
)。
正
岡
子
規

は
同
年

「歌
が

る
た
恋
な
ら
な
く
に

胴
気
哉
」
「歌
が
る
た
女
ぼ
か
り
の
夜
は
更

け

ぬ
」

の
二
句
を
残

し
て
い
る

(『子
規
全
集

第
三
巻
』
講
談
社
、
昭
和
五
十

二
年

一
月
、
二
四
三
頁
)。
こ
の
子

規

の
二
句
は
明
治
三
十
三
年

の

「
日
本
」

一
月
四
日
号
に

「新
年
二
題
」
と
し

て

「福
引
」
と

「歌
が
る
た
」

の
二
題
が
出

さ
れ
、
そ
れ
に
対
し
て
作
ら
れ
た

も

の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
句

は

『俳
句
稿

』
(『同
全
集

第
三
巻
』
所
収
)
の

明
治
三
十
二
年

の
と
こ
ろ
に
お
さ
め
ら
れ
て
い
る
の
で
制
作
年
は
明
治
三
十
二

年

で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
「歌
が

る
た
」

に
対
す
る
句
が
全
部

で
十
四
句
並
べ

ら
れ

て
お
り
、
星
野
麦
人

の
句
が

八
句
、
青
木
月
斗

の
句
が
三
句
、
み
す
子

(氏
姓
不
明
)
の
句
が

一
句
と
、
子
規

の
句
が

二
句
載

せ
ら
れ

て
い
る
。
子
規

は
こ
の
年
他

に
も
、
「歌

か
る
た
」
を
詠
み
込
ん
だ
句
を
二
句
作

っ
て
い
る
。

一
つ
は

「蓬
莢

の

一
間
明
る
し
歌
か
る
た
」

(『同
全
集

第

三
巻
』
二
三
九

頁
)
で
こ
れ
は
、
「
日
本
」
明
治
三
十
三
年

一
月

二
日
号
に

「蓬
莱
」
を
題
と

し
て
作
ら
れ
た
も

の
で
、
「蓬
莢
」
が
季
語

で
あ
り

「歌

か
る
た
」
は
季
語
と

み
な
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
も
う

一
つ
は

「歌

か
る
た
名

ら
ぬ
女
と
並
び
け

り
」
(『同
全
集

第
三
巻
』
三

一
六
頁
)
で
あ
り
、
こ
れ
は

「太
陽
」
第
六
巻
第

二
号

(博
文
館
、
明
治
三
十
三
年
二
月
五
日
、
七
五
頁
)
に
掲
載
さ
れ
た
も

の
で

あ
る
が
、

こ
こ
で
は

「
歌
か
る
た
」
を
季
語
と
み
な
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

子
規

の
中

で
は
こ
の
年

の

一
月
か
ら
二
月
の
間

に

「歌
か
る
た
」
を
季
語
と
し

て
認
め
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

漱
石
と
子
規
が
同
年

に

「歌
か
る
た
」
を
季
語
と
し
て
用

い
て
い
る
の
は
非

常

に
興
味
深
く
、
二
人

の
内
ど
ち
ら
が
早
く
こ
れ
ら
の
句
を
詠

ん
だ
か
は
定
か

で
は
な

い
が
、
季
語

の
定
着
と
い
う
点

か
ら
だ
け
考
え
る
と
子
規

の
方
が
圧
倒

的

に
影
響
度
は
大
き

い
。
そ
れ
は
、
以
後
刊
行
さ
れ
た
俳
句
集
や
歳
時
記
、
季

寄
せ
な
ど
に
こ
の
句
が
し
ば
し
ば
例
句
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

例
え
ば
子
規

の

「歌
が
る
た
女
ば
か
り
の
夜
は
更
け
ぬ
」

の
句
を

「①

の
句
」

と
し
、
年
代
順

に

「歌
か
る
た
」
を
新
年

の
題
と
し
て
載
せ
て
い
る
俳
句
集
や

歳
時
記
、
季
寄

せ
な
ど
を
見
て
み
ょ
う
。
ま
ず
、
高
浜
虚
子
編

『袖
珍

俳
句

季
寄

せ
』
(俳
書
堂
、
明
治
三
十
六
年
二
月
)
は
、
そ
の
序

に
あ
る
よ
う

に
、
「
明

治

の
新
題
を

い
く
ら
か
加

へ
」
、
明
治
の
新
題
の
他

は
旧
暦

に
従

っ
て
い
た
も

の
を

「新
暦

に
引
直

し
純
然
た
る
明
治

の
新
歳
時
記
を
作
る
」
と
い
う
こ
と
を
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目
的
と
し
た
も
の
で
、
コ

月

一
日
よ
り
十
五
日
迄
を
新
年
之
部
と
し
て
春
夏

秋
冬
四
季

の
外

に
置
」
い
た
も

の
で
あ
る
。
そ

の

「新
年

人
事
」

の
項

に

「歌
か
る
た
」
が
載

せ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
大
塚
甲
山
編

『明
治
新
俳
句
集
』

(内
外
出
版
協
会
、
明
治
三
十
六
年
七
月
)
で

は
、
「新
年

の
部
」

に

「歌

か
る

た
」
の
項
が
あ
り
、
例
句
と
し
て
露
月

(石
井
露
月
)
「
歌
か
る
た
若
き
従
兄

弟

の
文
学
士
」
、
太
中
梅

(氏
姓
不
明
)
「歌

か
る
た
君
が
覚

の
恋
づ

く
し
」
、

菫
村

(野
村
胡
堂
)
「
歌
か
る
た
雪

の
迎
ひ
の
傘
二
本
」
と
虚
鳴

(氏
姓
不
明
)

「歌

か
る
た
身
を

つ
く
し
て
も
負
け
に
け
り
」

の
四
句
が
選
ぼ
れ
て
い
る
。
次

に
、
寒
川
鼠
骨
編

『歳
時
記
例
句
選
』
(明
治
三
十
六
年
八
月
)
に
は
、
同
じ
く

「新
年

人
事
」
の
項

に

「歌
か
る
た
」

の
項
が
あ
り
、
例
句
と
し
て
子
規

の

①

の
句
と
、
星
野
麦
人
の

「
そ
ら
ん
じ
て
歌
留
多
と
り
け
り
歌
百
首
」
が
載
せ

ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
句
は
ど
ち
ら
も
先
程
述

べ
た

「
日
本
」
に
掲
載
さ
れ

た
も

の
で
あ
る
。
次

に
、
安
藤
和
風
編

『恋
愛
俳
句
集
』
(春
陽
堂
、
明
治
三
十

七
年
十
二
月
)
に
は
、
子
規

の
①

の
句
他
三
句
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

寒
川
鼠
骨

『俳
句
新
歳
時
記
』
(大
学
館
、
明
治
三
十
七
年
十
二
月
)、
内
藤
鳴
雪
、

寒
川
鼠
骨
編

『大
家
模
範
俳
句
集
』

(大
学
館
、
明
治
三
十
八
年
四
月
)
や
中
谷

無
涯
編

『新
修
歳
時
記
』
(俳
書
堂
、
明
治
四
十
二
年
二
月
)
で
は
、
「新
年

人

事
」

の
項
に
子
規

の
①

の
句

の
み
が
例
句
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
他

に
も
伊
達
秋
航
編

『明
治
句
集

新
年
の
巻

』
(春
天
居
書
房
、
明
治
四
十
二
年

十
月
)
に
も
、
子
規

の
①

の
句
他
四
十
七
句

が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
は

詳
し
く
述
べ
な

い
が
、
明
治
三
十
年
代
後
半

か
ら

「歌
か
る
た
」
を
題
と
し
た

句
が
新
聞
や
雑
誌
に
も
か
な
り
載
る
よ
う
に
な
る
。

つ
ま
り

「
歌
か
る
た
」
と

い
う
季
語
は
、
子
規
門

の
人
々

(「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
系
の
人
々
)
が
明
治

の
新
題

を
積
極
的

に
俳
句
集
や
歳
時
記
に
載
せ
る
こ
と
で
、
季
語
と
し
て
定
着
さ
せ
た

も
の
の

一
つ
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ

の
後
、
今
日
ま
で

「歌
か
る
た
」

は

新
年

の
季
語
と
し
て
定
着

し
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
い
く

つ
か
の

事
象
は
季
語
成
立

の
必
要
条
件
と
は
何
か
、
と
い
う
こ
と
を
必
然
的
に
考
え
さ

せ
る
。

つ
ま
り
、
新
し
い
季
語
が

で
き
る
条
件
と
し
て
、
最
低

二
つ
の
条
件
が

必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

一
つ
は
、
季
語
と
し
て
新
し
く
加
え
ら
れ
る
語
が
、

あ
る
季
節
を
強
く
感
じ
さ
せ
る
素
地
が
出
来
て
い
る
か
ど
う
か
。
そ
し
て
も
う

一
つ
は
作
ら
れ
た
句
が
名
句
あ
る
い
は
秀
句
と
し
て
模
範
例
と
な
り
え
る
か
ど

う
か
、
で
あ
る
。
子
規

の
句
が
名
句
あ
る
い
は
秀
句
と
し
て
評
価
さ
れ
た
か
ど

う
か
は
わ
か
ら
な

い
が
、
少
な
く
と
も
そ

の
初
期

に
お
い
て

「歌
か
る
た
」
を

季
語
と
し
て
作
ら
れ
た
句

の
模
範
例
と
な

っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
そ
し
て

明
治
三
十
二
年
に
は

「歌
か
る
た
」
を
季
語
と
し
て
も
よ
い
と
い
う
程
、
「歌

か
る
た
」
は
新
年

の
遊
び
と
し
て
民
衆

の
間

に
広
く
定
着
し
て
い
た
こ
と
も
わ

か
る
で
あ
ろ
う
。

ま
た
こ
の
頃
、
歌
留
多
が
競
技
化
し
各
地

に
か
る
た
会
が
設
立
さ
れ
た
こ
と

も
、
百
人

一
首
歌
留
多
を
よ
り
よ
り
広
め
る
大
き
な
要
因
と
な

っ
た
と
思
わ
れ

る
。
か
る
た
会
設
立

の
経
緯
に

つ
い
て
は
、
盛
野
兼
廣

「
競
技
か
る
た

そ

の
歴
史
と
現
状
」
(糸
井
通
浩
編

『小
倉
百
人

一
首
を
学
ぶ
人
の
た
め
に
』
世
界
思

想
社
、
平
成
十
年
十
月
、
二
六
九
ー
二
九

一
頁
)
に
詳
し
い
が
、
そ
の
中

の

「
か
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恋歌の消滅

る
た
会

の
設
立
」
に
は
次

の
よ
う
な
記
述
が
あ
る

(二
七
二
頁
)。

東
京

で
は
明
治
二
十
五
年

(
一
八
九
二
)
ご
ろ
か
ら
小
倉
百
人

一
首
に

よ
る
競
技
か
る
た
を
愛
好
す
る
人
た
ち
が
集
ま

っ
て
か
る
た
会
を
創
設
す

る
よ
う
に
な
り
、
「
緑
倶
楽
部
」
「弥
生

倶
楽
部
」
な
ど
と
称
し
て
、
相
互

の
交
流
試
合
も
行
わ
れ
た
。
明
治
三
十

三
年
、
横
浜

に

「隼
会
」
、
明
治

三
十
四
年
に
は
早
稲
田
大
学
の
学
生
ら
が

「吉
野
会
」
を
結
成
し
て
い
る
。

明
治
三
十
七
年
、
東
京
か
る
た
会
が
開

催
し
た
公
式
大
会
を
契
機
と
し
て
、

各
地

に
か
る
た
会
が
結
成
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大
会
が
開
か
れ
る
よ
う
に

な

っ
た
。
特
に
若
者
た
ち
に
人
気
が
高

く
、
東
京
帝
国
大
学
や
商
科
大
学

な
ど
の
学
生
ら
が
競
技
に
参
加
し
た
。

明
治
四
十
三
年

一
月
三
十
日
、
水

戸
か
さ
さ
ぎ
会
は
水
戸
弘
道
館

で

「関
東
か
る
た
大
会
競
技
会
」
を
開
き
、

夜
は
花
火
を
打
ち
上
げ
た
り
、
提
灯
行
列
を
行

っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
明
治
二
十
年
代
後
半

か
ら
競
技
会
が
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
よ
り
百
人

一
首
歌
留
多
を
楽
し
む
人
が
増
え
、
そ
れ
に
伴
い
上
述
し

た
よ
う
な
小
説
や
、
俳
句
な
ど
の
文
芸

に
も
歌
留
多
が
描
か
れ
る
よ
う
に
な

っ

た
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
先
述
し
た
よ
う
に

『百
人

一
首

』

の
恋
歌
を
排
除
す
る
思
想
は
こ

の
よ
う
な
歌
留
多

の
興
隆
と
、
享
受
形
態

の
変
化
が
背
景
と
し
て
あ
る
の
で
あ

る
。
先
に
述

べ
た
西
村
茂
樹
も
、
「女
風
頽
廃

の
原
由
」
(明
治
二
十
五
年
四
月

の
講
話
、
日
本
弘
道
会
編

『西
村
茂
樹
全
集

第
二
巻
』
思
文
閣
、
昭
和
五
十

一
年

八
月
、
七

一
一
i
七

一
八
頁
)
で
、
女
子
の
徳
を
破

る
も

の
と
し

て
、
七

つ
の

要
素
を
挙
げ

て
い
る
が
、
そ

の
第
四
番
目
に

「
和
歌
」
を
挙
げ
、
「是
は
独
り

恋
歌
を
甚
だ
し
き
害
あ
り
と
す
」
と
し
て
い
る
し
、
ま
た
第
七
番
目
に
は

「男

女
交
際
」
を
挙
げ
、
「世
人
は
多
く
西
洋

の
舞
踏
を
誹
れ
ど
も
、
我
邦

の
歌
牌

は
其
害
舞
踏
と
異
な
る
こ
と
な
し
」
と
い
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
い
う

「歌
牌
」

は
当
然
百
人

一
首
歌
留
多

の
こ
と
で
あ
り
、
西
村
に
し
て
は
、
恋
歌
が
多
く
、

歌
留
多
会
が
男
女
交
際
の
場
と
な
る

『百
人

一
首
』
と
い
う
も

の
は
好
ま
し
か

　
フ

　

ら

ざ

る

も

の

で
あ

っ
た

の

で
あ

る

。

四

恋
歌

の
消
滅

も
う

一
つ
の
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
恋
歌

の
消
滅
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。

明
治
時
代

の
短
歌
と
い
え
ば
、
ま
ず
与
謝
野
晶
子
の

『
み
だ
れ
髪
』
を
思
い

浮
か
べ
、
恋
歌
が
盛
ん
に
詠
ま
れ
た
よ
う
な
時
代
と
思

っ
て
い
る
人
も
多

い
か

も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
明
治
時
代
は
ま
だ
御
歌
所
派
歌
人
を
中
心
と
す
る
い

わ
ゆ
る
旧
派

の
歌
人
も
多
く
、
そ
の
勢
力
も
か
な
り
大
き
な
も

の
で
あ

っ
た
。

こ
の
御
歌
所
歌
人
を
中
心
と
す
る
人
た
ち
、

つ
ま
り
旧
派
歌
人
が
明
治
時
代

に

急
速

に
恋
歌
を
詠
ま
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
以
下
そ
の
こ
と
を
論
証
す
る
。

明
治
時
代

に
な

っ
て
天
皇
が
恋
歌
を
詠
ま
な
く
な

っ
た
と

い
う
こ
と
は
、
早

　
　

　

く
丸
谷
才

一
氏
が
指
摘
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
事
実
で
あ

る
が
、
事
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は
そ
れ
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
旧
派
全
体

が
恋
歌
を
詠
ま
な
く
な
る
の
で
あ

る
。
ま
ず
、

い
く

つ
か
の
和
歌
集
で
恋
歌

の
占
め
る
割
合
を
見
て
み
よ
う
。
こ

れ
を
表
2
に
示
す
。
こ
こ
に
は
、
作
者

・
編

者
と
作
成

・
刊
行
年
代
が
比
較
的

は

っ
き
り
し
て
い
る
歌
集
を
選
ん
だ
。

こ
の
表
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
恋
歌

の
歌
集
全
体

に
占
め
る
割
合

は
時
代
と

共
に
減
少
し
、
明
治
時
代

に
は
終
に
五
パ
ー
セ
ソ
ト
未
満
に
ま
で
減
少
す
る
。

こ
れ
は
、
明
治
時
代
に
旧
派
と
呼
ぼ
れ
た
歌
人

の
歌
集
全
体
に
つ
い
て
言
え
る

こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
は
ほ
と
ん
ど
消
滅
し
た
と
言

っ
て
も
過
言

で
は
な
い
。

も

っ
と
も
、
江
戸
時
代
か
ら
恋
歌
を
詠
ま

な
い
歌
人
は
何
人
か
い
る
。
例
え

か

だ
の
あ
ず
ま
ま
ろ

ば
、
荷
田
春
満
や
三
輪
執
斎
等
が
そ
う
で
あ

る
。
荷
田
春
満

に
つ
い
て
は
、
伴

高
蹊

『近
世
畸
人
伝

巻
之
三
』
(寛
政
二
年
初
版
刊
)
に
次

の
よ
う
な
記
述
が

あ
る
。

又
中
世
已
後
、
淫
風
を
な
せ
る
を
い
き
ど
ほ
り
て
、
生
涯
恋
歌
を
詠
ぜ

ず
。
そ
の
家
集
を
見
る
に
、
当
座
に
よ
せ
こ
ひ
の
題
を
さ
ぐ
り
て
は
、
其

物
を
雑
に
な
し
て
よ
め
り
。

ま
た
、
日
本
英
雄
傳
編
纂
所

『日
本
英
雄

傳

一
年
四
月
)
「荷
田
春
満
」
(
一
〇
四
ー

一
〇
九
頁
)

あ
る

(
一
〇
八
頁
)。

第
三
巻
』
(非
凡
閣
、
昭
和
十

に
は
、
次
の
よ
う
な
記
述
が

卓
越
し
た
才
幹
を
抱
き
、
勝
れ
た
天
分
に
恵
ま
れ
て
ゐ
た
春
満

で
あ

つ

た
が
、
彼
は
古
来
幾
多

の
詩
人
達
が
最
も
力
を
傾
倒
し
た
恋

の
歌
と
い
ふ

も

の
を
詠
ま
な

か

っ
た
。
(中
略
)
都
鄙
を
通
じ
て
酒
色
遊
楽

の
淫
逸
風

に
ま
み
れ
こ
ん
だ
元
禄
時
代
が
、
潔
癖
な
春
満
を
し
て
、
『
を
と
こ
女

の

な
か
ら
ひ
、
何
く
れ
の
物
に
よ
せ
、
心
に
あ
ら
ぬ
あ
だ
し
言
を
、
い
ひ
だ

せ
る
は
真
を
の
ぶ
る
歌

の
本
意
な
ら
ず
。』
と
て
、
生
涯
恋
歌
を
詠
ま
し

め
な
か

つ
た
こ
と
も
、
ま
た
自
然

の
現
象
で
あ

つ
た
と
も
言

は
れ
よ
う
。

彼
に
あ

つ
て
は
、

一
般
歌
人

の
口
吻
に
な
ら

つ
て
、
題
詠
的
に
恋
愛

の
情

を

つ
ら
ね
る
と
い
ふ
や
う
な
こ
と
は
、
無
意
味
な
馬
鹿
々
々
し
い
虚
飾

で

あ
る
と
思
は
れ
た
の
で
あ

つ
た
。

一
方
、
三
輪
執
斎

に
お

い
て
は
、
『わ
か
竹
』
第
十
二
巻
第

四
号

(大
日
本

歌
道
奨
励
会
、
大
正
八
年
四
月
)
に
福
井
久
蔵

「
三
輪
執
斎
先
生

の
和
歌
」
と
い

う
記
事

(四
-
九
頁
)
が
あ
り
、
彼

の
歌
風
な
ど
を
述
べ
た
後
、

歌
を
詠
ん
で
も
恋

の
歌
な
ど
は
、
詠
む
気
に
な
ら
な
か
つ
た
。
そ
の
遺

稿

に
、恋

の
歌
は
佛
の
道

に
は
妨
げ
な
し
と
か
や
。
彼

の
法

の
古
き
師
は
い

ひ
け
ら
し
。
我
が
孔
子
の
道
に
は
い
た
う
惜
む
べ
き
こ
と
に
な
ん
。
心

も
し
之
を
お
か
さ
ぼ
恐
れ
て
戒
む
べ
し
。
な
く
て
い
ひ
出
で
ん
こ
と
は
、

偽
を
な
ら
ふ
と
や
云
は
ん
。
言
を
お
さ
め
て
誠
を
立

つ
る
道

に
あ
ら
ず
。
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表2恋 歌の比率

No. 歌 集 名 作者・編者 成立年(
西暦)

恋歌の
比率 分 類

1 古今和歌集 紀貫之他 905 32.7 0

2 散木奇歌集 源俊頼 1127^一S 16.5 △

3 林葉和歌集 俊恵 1178頃 28.1 D

4 新古今和歌集 藤原定家他 1205 22.5 0

5 万代和歌集 真観 ・藤原家良 1249 25.8 O

6 草庵集 頓阿 1359^一1340 19.4 △

7 新続古今和歌集 飛鳥井雅世 1439 29.7 0

8 下葉和歌集 堯恵 1498 15.2 △

9 閑塵集 猪苗代兼載 1503^一1510 13.7 △

10 挙白集 木下長嘯子 1649 3.9 △

11 林葉累塵集 下河辺長流 1670 19.7 0

12 晩花集 下河辺長流 1681 9 △

13 ふ も との塵 河瀬菅雄 1682 22.2 O

14 霞関集 石野広通 1798 16.4 0

15 うけらが花(初編) 加藤千蔭 1803 12.3 △

16 賀茂翁家集 賀茂真淵 1806 2.9 △

17 六帖詠草 小沢蘆庵 1811 9.2 △

18 琴後集 村田春海 1813 7.9 △

19 桂園一枝 香川景樹 1830 9.1 △

20 浦のしほ貝 熊谷直好 1845 8.2 △

21 柿園詠草 加納諸平 1854 7.8 △

22 大江戸倭歌集 蜂尾光世 1860 13.3 O

23 調鶴集 井上文雄 1867 21.6 △

24 海人の刈藻 大田垣蓮月 1871 3.4 △

25 御垣の下草 税所敦子 1888 4.4 △

26 滝園歌集(初 編) 黒田清綱 1902 1.6 △

27 大口鯛二翁家集 大口鯛二 1927 1.2 △

28 明治より昭和へ 外山且正 1928 0 0

29 鎌田正夫翁家集 鎌田正夫 1936 *2.5 △

備 考

*:雑 部 の中に相聞 として分類されている。

No.1～24は 『新編 国歌大観』(角 川書店)に よる。

それ以外は各歌集により計算した。

◎:勅 撰集

△:私 家集

◇:私 撰集
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と

述

べ

て
あ

る
。

と
い
う
記
述
が
見
ら
れ
る

(五
頁
)。

し
か
し
、
こ
れ
ら

の
人

は
個
人
的
な
理
由

(例
え
ぽ
儒
教
的
な
立
場
)
か
ら

恋
歌
を
詠
ま
な
か

っ
た
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
立
場
は
む
し
ろ
特
異
な
例
で

あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
明
治

の
旧
派
歌
人
た
ち
は
全
体
と
し
て

恋
歌
を
詠
ま
な
く
な

っ
た
点
が
大
き
く
異
な

る
。

で
は
、
何
故
旧
派
歌
人
は
恋
歌
を
消
滅
と
言

っ
て
も
よ
い
程
に
詠
ま
な
く
な

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

一
つ
は
、
明
治
に
な

っ
て
か
ら
様
々
な
形
で
恋
歌
に
対

し
て
非
難
が
な
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
傾
向

に
つ
い
て
二
点
ほ
ど
述

べ
る
。

ま
ず
、
明
治

の
初
期

か
ら
例
え
ば
、
西
村
茂
樹

の
よ
う
な
教
育
者
に
よ

っ
て
恋

歌

へ
の
非
難
が
な
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
が
本
格
的
に
行
わ
れ
る
の
は
明
治
二

十
年
代

か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
林
甕
臣
は

『女
鑑
』
第

二
十

一
号

(明
治
二
十

五
年
九
月
、
五
九
-
六
〇
頁
)
に

「恋
歌
を
詠

む
べ
か
ら
ず
」
と
い
う
記
事
を

の
せ
て
い
る
し
、
同
二
十
六
号

(明
治
二
十
五
年
十

一
月
、
五
五
-
五
六
頁
)
に

は
こ
れ
に
答
え
た
形

で

「恋
歌
は
詠
む
べ
か
ら
ず
と
い
ふ
説
を
読
み
て
」
と
い

う
林

に
同
調
す
る
意
見
も
出

て
く
る
。
こ
れ
以
後
女
性

雑
誌

(例
え
ぽ

『淑

女
』、
『い
ら
つ
め
』
な
ど
)
や
和
歌
の
雑
誌

(例
え
ば

『
こ
こ
ろ
の
華
』
、
『あ
さ
み

ど
り
』
な
ど
)
に
恋
歌
に

つ
い
て
の
意
見
が
多
く
よ
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

こ
の
時
期
は
第
三
章

で
述

べ
た
歌
留
多
会

の
興
隆

の
時
期
と
ほ
ぼ
重
な
る
と
い

っ
て
よ
い
。

も
う

一
つ
注
目
し
た
い
の
は
、
後
に
新
派
と
呼
ば
れ
る
歌
人
か
ら
も
恋
歌
は

非
難
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
代
表
例
が
明
治
二
十
七
年

(
一

八
九
四
)
に
発
表
さ
れ
た
与
謝
野
鉄
幹

の
「亡
国

の
音

(現
代
の
非
丈
夫
的
和
歌
を

罵
る
)」

(『二
六
新
報
』
明
治
二
十
七
年
五
月
、
以
下
単
に

「亡
国
の
音
」
と
す
る
)

で
あ
る
。
彼
は

「亡
国
の
音
」
の
最
後

の
部
分
で
、
恋
歌
を
排
斥
し
な
い
歌
人

(旧
派
)
を
非
難
し
、
題
と
し
て

「初
恋
」
「
通
書
恋
」
「逢
恋
」
「恨
恋
」
「思

二
人
恋
」
「
比
丘
尼
恋
」
「思
伯
母
恋
」
を
挙
げ

て
恋
歌
非
難
を
行

っ
て
い
る
。

こ
の

「亡
国

の
音
」

は
当
時
御
歌
所
長
で
あ

っ
た
高
崎
正
風
の

「恋
歌
を
論
じ

て
作
歌
の
精
神
に
及
ぶ
」
(遠
山
稲
子
編

『歌
も
の
が
た
り
』
東
京
社
、
明
治
四
十

五
年
五
月
、
四
ニ
ー
五
八
頁
)
に
対
す
る
反
論
で
あ
る
。
彼
が
行

っ
た
よ
う
な

恋
歌
非
難
の
方
法
は
そ
れ
ま
で
に
も
い
く

つ
か
の
例
が
あ
る
。
例
え
ぽ

「あ
さ

香
社
」
の
落
合
直
文
は
、
そ
れ
以
前

の
明
治

二
十
四
年

(
一
八
九

一
)

一
月

に

発
行
さ
れ
た

『女
鑑
』
第
四
号

(国
光
社
)
の

「恋
歌
と

い
ふ
も

の
」
と

い
う

記
事

(
=

1

一
七
頁
)
の
中

で

「初
恋
」
「
不
言
恋
」
「思
不
言
恋
」
「
忍
恋
」

「
忍
逢
恋
」
「忍
待
恋
」
「疑
恋
」
「偽
恋
」
「増
恋
」
「
老
後
恋
」
「思
貴
人
恋
」

「
不
及
恋
」
「等
思
両
人
恋
」
「思
三
人
恋
」
を
挙
げ
、
こ
の
よ
う
な

「あ
や
し

き
恋
歌
」
は
詠
ま
ぬ
方
が
よ
い
と
い
っ
て
い
る
。
好
ま
し
く
な
い
と
思
わ
れ
る

恋
題
を
挙
げ

て
恋
歌
を
非
難
す
る
や
り
方
は
与
謝
野
鉄
幹

に
引
き
継
が
れ
て
い

る
。
(ち
な
み
に
、
こ
れ
ら
の
題
は
ほ
と
ん
ど
が
こ
れ
ま
で
和
歌
で
詠
ま
れ
た
伝
統

的
な
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
た
だ
し
、
「比
丘
尼
恋
」
や

「思
伯
母
恋
」
は
珍
し

い
題
で
明
治
以
前
も
そ
れ
以
後
も
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
題
で
あ
る
)。
た
だ
し
、
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恋歌の消滅

落
合
直
文

の
場
合
は
、
恋
歌
が
道
徳
を
乱
す

と
い
う
西
村
茂
樹

の
論
に
は
同
意

し
て
い
る
が
、
恋
歌
自
体
詠
ま
ぬ
方
が
良

い
と
は
述

べ
て
お
ら
ず
、
恋
歌
非
難

の
度
合
い
は
西
村
茂
樹
や
与
謝
野
鉄
幹

に
比

べ
少
な
い
。

後
に
新
派

の
代
表
的
存
在

に
な
る
与
謝
野
鉄
幹
が

こ
の
よ
う
に
恋
歌
を
非
難

し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
明
治
三
十
三
年

に
雑
誌

『明
星
』
を
出
版
し
、
以
後

激
し

い
恋
歌
を
詠
む
よ
う
に
な
る
の
は
興
味
深

い
点
で
あ
り
、
「亡
国

の
音
」

か
ら

『明
星
』
出
版
ま
で
の
彼
の
思
想
的
な
変
遷
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ

る
が
、
そ
れ
は
ま
た
別

の
問
題
な

の
で
本
論
稿
で
は
取
り
上
げ
な
い
。

と
も
か
く
、
旧
派
新
派
を
問
わ
ず
、
あ
ら
ゆ
る
方
面
か
ら
恋
歌
が
非
難
さ
れ
、

明
治
二
十
年
代
後
半
に
は

一
様
に
恋
歌
を
詠
む
こ
と
が
よ
く
な
い
こ
と
で
あ
る

　
　

　

と
い
う
風
潮
が
形
成
さ
れ
て
し
ま

っ
た
の
で
あ
る
。

も
う

一
つ
旧
派
歌
人
が
恋
歌
を
詠
ま
な
く

な

っ
た
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る

の
は
、
高
崎
正
風
が

『歌
も

の
が
た
り
』
(前
出
)
の
中

で
述

べ
て
い
る
よ
う

に
、
現
代

の
恋
歌
が
昔

の
も
の
と
比

べ
て
劣

っ
て
い
る
と

い
う
自
覚
で
あ
る
。

彼

は
、
「恋
歌

の
衰

へ
た
る
原
因
」
の
中
で
次

の
よ
う
に
言
う

(三
六
ー
三
七

頁
)。

自
分
が
斯
の
道
を
研
究
中
心
と
止
め
て
古
人
の
歌
を
読

ん
で
見
る
と
、

自
分
を
し
て
、

い
た
く
感
動
せ
し
め
、
且

つ
泣
か
し
め
た
も
の
は
、
十
中

の
八
九
は
恋

の
歌
で
あ

っ
た
。

(中
略
)
然

る
に
茲

に
不
思
議

に
堪

へ
ぬ

の
は
、
古
人
の
詠
歌
と
、
今
人

の
作
と

を
比
較

て
見
る
と
、
比
較
的

に
恋

の
歌

に
於

い
て
は
、
後
世

の
歌
ほ
ど
、
ど
ん
と
落
る
や
う
に
思
ふ
。
只
月

花

の
歌

に
お
い
て
は
、
稀
に
は
、
古
人

の
と
並
ぶ
や
う
な
詠
も
無
い
で
も

無

い
が
、
恋

の
歌

に
至

つ
て
は
、
著

し
く
、
古
人
と
今
人
と
の
区
別
が
判

然
し
て
居
る
や
う
に
思
ふ
。

こ
の
よ
う
な
論
は
高
崎
だ
け
に
限
ら
ず
、
当
時

の
雑
誌
な
ど
に
多
く
見
出
す

こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
よ
う
な
旧
派
歌
人
の
自
覚
も
恋
歌
を
詠

め
な
く
な

っ
た

原
因
の

一
つ
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

明
治
時
代

の
い
わ
ゆ
る
旧
派
歌
人
た
ち
は
、
御
歌
所
派
と
も
い
わ
れ
る
よ
う

に
、
宮
廷
と
密
接

に
結
び

つ
い
て
い
た
。

つ
ま
り
、
「国
民
国
家
」
形
成

に
関

わ
る
重
要
な
機
関
の

一
つ
で
あ

っ
た
。
「
国
民
国
家
」
を
形
成
す
る
た
め
に
は
、

新
し
い
道
徳
や
倫
理
を
必
要
と
し
た
た
め
、
旧
道
徳
的
な
恋
歌
が
排
除
さ
れ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
恋
歌

は
、
和
歌

(短
歌
)
の
も
う
ひ
と

つ
の
根
幹

で
あ
る
四

季
の
歌
と
比
較
す
る
と
、
歌
の
良
し
悪
し
だ
け
で
は
な
く
、
道
徳
的
な
基
準
が

も
ち
こ
ま
れ
る
事
が
多

い
。

一
例
を
挙
げ

る
と
、
茶
道
で
は
、
掛
物
に
恋
歌
を

書

い
た
も

の
は
、
そ
の
歌
の
良
し
悪
し
に
関
係
な
く
用
い
て
は
い
け
な
い
と
い

っ
た
よ
う
な
こ
と
が

し
ぼ

し
ば
言
わ
れ
る
。

一
例
を
挙
げ
る
と
、
山
田
宗
偏

『茶
道
便
蒙
抄
』
(千
宗
室
他
編

『茶
道
全

集
巻
の
十
二
』
創
元
社
、
昭
和
五
十

二
年
七
月
、
『茶
道
便
蒙
抄
』
の
成
立
は
延
宝
八
年
)
に
は
、
次

の
よ
う
な
記
事
が

あ
る

(三
七
七
頁
)
。
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一

掛
物
に
禁
好
あ
り
。
絵

の
類

ハ
か
け
ず
。
墨
蹟
或

ハ
道
人

の
歌
。
或

ハ
祖
師

の
画
賛
を
用
ゆ
。
歌
は
道
歌

の
外
は
悪
し
。
恋
歌
は
猶
更
不
用
。

茶
道

で
は
掛
物
は
最
も
大
切

に
さ
れ
る
も

の
で
あ
り

(南
方
宗
啓

『南
方
録
』

な
ど
)、
本
来
禅
僧

の
墨
蹟
が
最
も
尊
ぼ
れ

る
も

の
で
あ

る
か
ら
、
恋
歌

の
よ

う
に
禅

の
精
神
と
は
お
よ
そ
か
け
は
な
れ
た
も
の
は
当
然
排
除
す
べ
き
も
の
と

思
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
和
歌

(短
歌
)
に
お
い
て
は
、
し
ぼ
し
ぼ

「
ま
こ
と
」
と
い

っ
た
概

念
が
重
要
視
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
新
古
今
集
時
代
か
ら
恋
歌
は
そ
の
ほ
と
ん

ど
が
題
詠
で
あ
り
、
実
感
よ
り
も
い
か
に
そ

の
本
意
を
盛
り
込
み
上
手
く
詠
む

か
が
恋
歌
の
良
し
悪
し
の
判
断
基
準
で
あ

っ
た
。
そ
こ
に
は

「ま
こ
と
」
と
い

う
も
の
が

な
い
と
言
わ
れ

て
も
反
論

の
し

よ
う
が
な
か

っ
た
。
本
居
宣
長
も

い
そ
の
か
み
の
さ
さ
め
ご
と

『石
上
私
淑
言
』

『あ
し
わ
け
小
船
』
な
ど
で
、
恋
歌
は

「
も
の
の
あ
は
れ
」
を

知
る
た
め
の
も

の
で
あ

る
と
言

っ
て
反
論
し

て
い
る
が
、
そ
の
よ
う
な
曖
昧
模

糊
と
し
た
説
明
で
は
、
明
治
時
代

の
人
々
は
納
得

で
き
な
か

っ
た
の
で
あ

る
。

こ
れ
ら
の
事
か
ら
恋
歌
が
旧
派
に
お
い
て
減
少
し
て
い

っ
た
大
き
な
要
因

で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
恋
歌

へ
の
疑
念
と
非
難
が
、
恋
歌

の
多

い

『百
人

一
首
』

に
も
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
思
わ
れ
る
。

以
上
第
三
章
で
述

べ
た
よ
う
に
歌
留
多

の
興
隆
と
享
受

の
変
化
、
そ
し
て
第

四
章
で
述

べ
た
よ
う
な
恋
歌

の
排
斥
と
消
滅

と
い
っ
た
現
象
が
重
な
り
、
そ
の

結
果
、
第

一
章
で
述

べ
た
よ
う
な

『百
人

一
首
』

の
恋
歌
に
対
し
て
の
非
難
が

行
わ
れ
た
り
、
第
二
章

で
示
し
た
よ
う
な
恋
歌
を
排
除
し
た

『百
人

一
首
』
が

作
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
西
村
茂
樹

の

『新
撰
百
人

一
首
』
が
、
か
な

り
早

い
段
階
で
作
ら
れ
て
お
り
、
歌
留
多
会
と
恋
歌
非
難
が
本
格
的

に
な
る
前

に
作
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
こ
と
は
否
め
な

い
が
、
こ
れ
ら
の
形
成
さ
れ
る
素
地

は
明
治
初
期
か
ら
あ

っ
た
の
で
、
や
は
り
上
記

の
二
つ
の
現
象
が
影
響
し
て
作

ら
れ
た
と
い
っ
て
よ
い
。

お
わ
り

に

本
論
稿
で
は
、
『百
人

一
首
』

の
恋
歌
に
対
す
る
非
難
と
、
そ
の
よ
う
な
論

調
に
よ

っ
て
作
り
代
え
ら
れ
た

『百
人

一
首
』
を
紹
介
し
た
。
さ
ら
に
、
そ
の

原
因
を
検
討
し
た
結
果
、
歌
留
多

の
受
容

の
形
態
が
明
治

に
な

っ
て
変
化
し
た

こ
と
、
そ
し
て
旧
派
歌
人
を
中
心
に
恋
歌
が
詠
ま
れ
な
く
な

っ
た
こ
と
が
そ
の

背
景
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
の
う
ち
旧
派
歌
人
が
恋
歌
を
詠
ま
な
く
な

る
現
象

に
つ
い
て
は
、
別
稿
で
詳
し
く
論
ず
る
予
定
で
あ
る
。
特
に
、
旧
派
が

恋
歌
を
詠
ま
な
く
な

っ
た
結
果
が
、
新
派
と
の
交
代
を
促
し
た
と
い
う
説

は
従

来
論
じ
ら
れ
て
い
な
か

っ
た
説
で
あ
る
。
従
来
よ
く
行
わ
れ
る
説
明
で
は
、
新

派
が
旧
派
を
凌
駕
し
た
原
因
と
し
て
、
新
派
が
用
語
を
自
由
化
し
、
題
詠
を
廃

止
し
て
歌
材
を
自
由
な
も
の
に
し
た
か
ら
と
言
わ
れ
る
。
例
え
ば
片
桐
顕
智
氏

の

「和
歌
か
ら
短
歌

へ
の
道
」
(『短
歌
研
究
』
第
十
三
巻
第
七
号
、
日
本
短
歌
社
、

昭
和
三
十

一
年
七
月
、
八
六
-
八
九
頁
)
な
ど
は
そ
う
で
あ

る
。
ま
た
、
多
く
の

　り
　

短
歌
史
に
関
す
る
書
物
も
そ
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。
明
治
時
代

の
短
歌
革
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新

に
つ
い
て
は
、
日
本

の
短
歌
史

(あ
る
い
は
文
学
史
)
の
大
き
な
問
題

の

一

つ
で
あ
る
だ
け

に
、
慎
重
に
か

つ
詳
細
に
述

べ
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、

も
し
恋
歌
が
明
治

の
短
歌
革
新

に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
す
る
と
、
な
ぜ

『若
菜
集
』
(新
体
詩
で
あ
る
が
)
や

『
み
だ

れ
髪
』
な
ど
が
大
き
な
反
響
を
も

っ
て
受
け
入
れ
ら
れ
た
か
の
現
象
が
容
易

に
理
解
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

つ
ま
り
読
者

(大
衆
と
言

っ
て
も
良
い
が
)
は
、
新
鮮

な
恋
歌
に
飢
、兄
て

い
た
の
で
あ

る
。
そ
こ
に
新
し
い
恋
歌
を
ひ

っ
さ
げ

た
島
崎
藤
村
や
薄
田
泣
菫

が
新
体
詩

に
お
い
て
そ
の
先
鞭
を
つ
け
、
そ
し
て
少
し
遅
れ
て
短
歌
に
お
い
て

与
謝
野
晶
子
が
登
場
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
も
う
古
い
と
思
わ
れ
て
い
た
短

歌
が
恋
歌

に
よ

っ
て
見
事
に
よ
み
が
え

っ
た

の
で
あ
る
。
短
歌
は
新
体
詩
と
比

べ
、
よ
り
日
本
人

に
馴
染
み
が
深
く
、
歴
史

も
長
い
文
芸

で
あ
る
。
そ
れ
だ
け

に
、
当
時
に
お

い
て
も
、
ま
た
後
年

の
短
歌

史

(文
学
史
)
に

『み
だ
れ
髪
』

が
与
え
た
影
響
は
大
き
か

っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

最
後

に
、
こ
の
論
稿
作
成

の
過
程
で
気
が
付
い
た
点
を
三

つ
ほ
ど
挙
げ
て
お

き
た
い
。

一
つ
は
、
歌
留
多

の
問
題

で
あ
る
が
、
恋
歌
を
除

い
た
歌
留
多
も
多
数
存
在

す
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ
の
代
表
例

は
、
明
治
初
期
か
ら
宮
中

で
行
わ
れ
て

い
る

「
お
能
か
る
た
」
と
い
う
も

の
で
あ
る
。
こ
の

「
お
能
か
る
た
」
に

つ
い

て
は
、
入
江
相
政

『宮
中
歳
時
記
』
(T
B
S
ブ
リ
タ
ニ
カ
、
昭
和
五
十
四
年
四

月
、
二

一
-
二
三
頁
)
に
詳
し

い
が
、
そ

こ

に
は
次

の
よ
う
な
記
述
が
あ

る

(二
二
頁
)。

お
能
か
る
た
は
皇
室
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
も
の
で
、
世
間
で
は
馴
染

み
も
な

い
し
、
も
ち
ろ
ん
市
販
も
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
が
作
ら
れ
た
明
治
の
こ

ろ
の
皇
室

の
ご
教
育
は
、
現
在
で
は
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
き
び
し
い
も

の
で
、
小
説
を
読
ん
で
も
い
け
な
い
と
い
う
風
潮
だ

っ
た
。
そ
う
な
る
と

「
忍
ぶ
れ
ど
色
に
出
で
に
け
り
我
が
恋

は
」
な
ど
と
恋
愛
歌

の
多

い
小
倉

百
人

一
首

は
好
ま
し
く
な
い
。
何

か
宮
廷
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
と
い
う

こ
と
で
、
能
が
選
ば
れ
た
。

入
江
氏

に
よ
れ
ば
、
何
故
能
が
選
ば
れ
た
か
と
い
う
と
岩
倉
具
視
が
西
欧
の

オ
ペ
ラ
に
匹
敵
す
る
総
合
芸
術
と
し
て
能
楽

の
擁
護
を
主
張
し
、
皇
室
も
そ
れ

に
応

じ
て
能
を
推
奨
し
た
と

い
う
事
情
が
あ

る
ら
し

い
。

こ
の

「
お
能

か
る

た
」

に
よ
る
歌
留
多
会
は
、
現
在

の
皇
室

で
も
行
わ
れ
て
い
る
。

『新
版

平

成
皇
室
事
典
』
(主
婦
の
友
社
、
平
成
十

一
年
二
月
)
に
も

「か
る
た
遊
び
」

の

項

(二
九
〇
ー
二
九

一
頁
)
に
今

で
も

「お
能

か
る
た
」
が
行
わ
れ

て
い
る
こ

と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
を
代
表
例
と
し
て

『百
人

一
首
』
を
改
変
す
る

の
で
は
な
く
、
歌
留
多
を
百
人

一
首
歌
留
多
か
ら
他

の
も

の
に
代
・兄
よ
う
と
し

て
様
々
な
歌
留
多
が
作
ら
れ
た
こ
と
が
種
々
の
文
献

に
見
、兄
る
。
こ
の
よ
う
な

歌
留
多
に
よ

っ
て
恋
歌

の
多
い

『百
人

一
首
』
か
ら
遠
ざ
け
よ
う
と
し
た
歌
留

多
に
つ
い
て
も
い
ず
れ
ま
と
め
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

次
に
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
と

コ
ピ
ー
と
い
う
問
題
を
考
え
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
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い
。

『百
人

一
首
』
に
つ
い
て
は
、
多
量

の
異
種
百
人

一
首
と
い
わ
れ
る
も

の

が
あ

る
。
そ
の
中

に
は
パ

ロ
デ
ィ
ー
も
多
数
あ
り
、
そ
の

一
部
は
武
藤
禎
夫
氏

の

『江
戸
の
パ

ロ
デ

ィ
ー

も
じ
り
百
人

一
首
を
読
む
』
(東
京
堂
出
版
、
平
成

十
年
十
二
月
)
で
知
る
こ
と
が

で
き
る
が
、

こ
の
よ
う
な
オ
リ
ジ

ナ
ル
と
は
異

な
る

『百
人

一
首
』
が
作
ら
れ
れ
ば
作
ら
れ
る
ほ
ど
オ
リ
ジ
ナ
ル
が
強
調
さ
れ
、

意
識
さ
れ
る
。
『百
人

一
首
』
は
ま
さ
に
こ

の
よ
う
な
異
種
百
人

一
首

に
よ

っ

て
生
き
残

っ
て
き
た
と
は
い
え
な
い
だ
ろ
う

か
。
他

に
も

『伊
勢
物
語
』
や

『源
氏
物
語
』
な
ど
も
あ
る
意
味
で
作
り
か
え
ら
れ
た
り
、
パ

ロ
デ

ィ
i
化
さ

れ
る
こ
と
に
よ

っ
て
生
き
残

っ
て
き
た
と
い
う
側
面
が
少
な
か
ら
ず
あ
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
『百
人

一
首
』
に

つ
い

て
の
み
言
え
ば
、

こ
こ
数
年

の
問

だ
け

で
も
丸
谷
才

一

『新
々
百
人

一
首
』
(新
潮
社
、
平
成
十

一
年
六
月
)、
篠

弘

・
馬
場
あ
き
子

『現
代
秀
歌
百
人

一
首
』

(実
業
之
日
本
社
、
平
成
十
二
年
十

一
月
)、
宇
野
精

一

『平
成
新
選
百
人

一
首
』

(文
藝
春
秋
、
平
成
十
四
年
四
月
)

な
ど
が
次

々
と
出
版
さ
れ
て
い
る
状
況

で
あ

る
。
こ
の
よ
う

に

『～
百
人

一

首
』
と
い
う
も

の
が
作
ら
れ
れ
ぽ
作
ら
れ
る
ほ
ど
オ
リ
ジ
ナ
ル
が
意
識
さ
れ
、

生
き
残

る
こ
と
が
約
束
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

『百
人

一
首
』
に
関
す
る
直
接
的

な
言
及
は
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
問
題
は
山

田
奨
治
氏
が

『日
本
文
化

の
模
倣

と
創
造

オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
と
は
何
か
』
(角
川
書
店
、
平
成
十
四
年
六
月
)

の
中

で
論
じ
た
よ
う
な
問
題
意
識
と
重
な
る
部
分
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

つ
ま

り
、
古
典
と
は

「再
創
」
さ
れ
る
も

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

三

つ
目
に
、
時
代
は
も
う
少
し
後
に
な
る
が

『百
人

一
首
』
を
高
く
評
価
し

た
人
物

に
萩
原
朔
太
郎
が

い
る
。
彼
は
、
『現
代
文
芸
』
昭
和

二
年

一
月
号

の

「愛
誦
す
る
百
人

一
首

の
歌
」
は
何
か
と

い
う
質
問

に

「小
倉
百
人

一
首

の
歌

は
ど
れ
も
皆
絶
唱
の
み
で
、
さ
す
が
に
定
家

の
選
、

一
も
名
吟
に
あ
ら
ざ
る
な

し
で
す
。
好
き
な
歌
を
あ
げ
よ
と
の
こ
と
な
れ
ど
も
、
皆
好
き
で
す
か
ら
引
例

で
き
な
い
。
そ
の
理
由

は
象
徴
主
義

の
極
致

に
達
し
、
芸
術
と
し
て
の
完
美
を

つ
く
し
て
ゐ
る
か
ら

で
す
。
(後
略
)」
と
答
え

て
い
る

(『萩
原
朔
太
郎
全
集

第
十
四
巻
』
筑
摩
書
房
、
昭
和
五
十
三
年
二
月
、
四
八
七
頁
)
。
彼
は
、
そ
の
後
も

『恋
愛
名
歌
集
』
(第

一
書
房
、
昭
和
六
年
五
月
)
や

『純
正
詩
論
』

(第

一
書
房
、

昭
和
十
年
四
月
)
の
中

で
し
ば
し
ぼ

『百
人

一
首
』

の
歌
を
と
り
あ
げ

『百
人

一
首
』
を
手
放
し
で
褒
め
て
い
る
。
彼
は

『純
正
詩
論
』
の
中

で
歌
の
韻
律

の

面
か
ら

「人

の
よ
く
知

っ
て
い
る
百
人

一
首

は
、
例
歌
と
し
て
理
想
的
で
あ
る

だ
ろ
う
。
そ

の
上

に
も
百
人

一
首
は
、
声
調
を
本
位
と
す
る
聴
覚
主
義

で
選
歌

さ
れ
て
居
り
、
音
韻
構
成

の
見
本
と
し
て
、
最
も
適
例

に
富

ん
で
い
る
か
ら
で

あ
る
」
と
述
べ
て
い
て
、
か
な
り
多
角
的
な
見
方
か
ら

『百
人

一
首
』
を
評
価

　
　
　

し
て
い
る
と
い
え
る
。

こ
れ
は
、
他

の
作
家

に
は
み
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。

近
年
で
こ
そ

『百
人

一
首
』
の
音
楽
性
に
言
及
す
る
論
稿
も
見
ら
れ
る
よ
う
に

な

っ
て
き
た
が

(青
木
順
子

「百
人

一
首

の
音
楽
性
ー
母
音
表
出
と
影
響
に
つ
い

て
」
『日
本
文
学
ノ
ー
ト
』
第
十
七
号
、
昭
和
五
十
七
年
二
月
、

一
八
-
二
八
頁
や
、

赤
羽
淑

「百
人

一
首
の
音
楽
性
」
『ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
紀
要

国
語

・
国

文
学
編
』
第
八
巻
第

一
号
、
昭
和
五
十
九
年
三
月
、

一
九
ー
四
〇
頁
)、
当
時
と
し

て
は

ユ
ニ
ー
ク
な
見
方
で
あ

っ
た
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
彼
は
先
に
挙
げ
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た

『恋
愛
名
歌
集
』

の
中

で

「和
歌
の
本
脈

は
恋
愛
歌
で
あ
る
」
と
述
べ
て
お

り
、
上

に
挙
げ

た
書
物

で
は
言
及
し
て
い
な

い
が
、

『百
人

一
首
』
は
恋
歌
が

多
い
の
も
彼
の
気
に
入

っ
た
理
由

の

一
つ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
彼
が

評
価
し
た

『百
人

一
首
』
の

エ
ッ
セ
ソ
ス
が

ど
の
く
ら

い
彼

の
作
品
に
影
響
し

て
い
る
か
を
考
察
す
る
の
も
決
し
て
無
益
な
作
業

で
は
な
い
よ
う
な
気
が
す
る
。

そ
し

て
最

後

に

『百

人

一
首
』

の
非
難

の
対

象

と
な

っ
た

「恋

歌
」

の

「恋
」
と
い
う
概
念

に

つ
い
て
も
考

え
る
必
要
が
あ

る
で
あ

ろ
う
。
柳
父
章

『翻
訳
語
成
立
事
情
』
(岩
波
新
書
、
昭
和
五
十
七
年
四
月
)
で
も
明
ら
か
な
よ
う

に
、
明
治

に
入

っ
て
か
ら

「恋
愛
」
と

い
う
言
葉
が
生

ま
れ

て
く
る
。
こ

の

「恋
愛
」
と
い
う
言
葉
は
多
分

に
精
神
的
な
結
び

つ
き
を
含

ん
で
い
る
の
に
対

し
、
そ
れ
ま
で
日
本
語
に
あ

っ
た

「色
」
や

「恋
」
と
い
っ
た
言
葉
は
肉
体
的

な
結
び

つ
き
を
含
む
も
の
で
あ
り
、
「恋
」

と
い
う
言
葉
自
体
を
蔑
視
す
る
よ

う
な
風
潮
が
形
成
さ
れ

て
い
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う

か
。
そ
し
て
そ

の
結
果

「恋
歌
」
も
肉
体
的
な
要
素
を
含
む
歌
と
し

て
前
時
代
的
、
野
蛮
な
も

の
と
し

て
蔑
視
さ
れ
た
と
い
う
可
能
性
も
考
え
ら
れ

る
。

以
上
述

べ
て
き
た
四
点
に
つ
い
て
は
、
今
後

の
課
題
と
す
る
。

は
じ
め
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
『百
人

一
首
』

の
研
究

は
近
年
盛
ん
に
な
り

つ
つ
あ
る
が
、
ま
だ
ま
だ
未
開

の
と
こ
ろ
が
多

い
だ
け
に
、
多
数

の
研
究
者
が

様
々
な
観
点
か
ら
研
究
を
行

い
、
蓄
積
し
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

こ
の

論
稿
も
そ
の

一
つ
と
な
れ
ぽ
幸

い
で
あ
る
。

注
(
1
)

吉

海

直

人

「
百
人

一
首

研

究

の
現

在

」

(
『
國
學

院
雑

誌

』
第

九
十

二
巻

第

一
号

、
國

學

院
大

学
、

平
成

三
年

一
月

、

一
七

七
-

一
九

一
頁

)

や
、

同

「
百

人

一
首

注

釈

書
解

題

(古

典

篇

)
」

(
『総

合

文
化

研

究

所

紀

要

』
第

七

巻
、

同

志
社

女

子
大
学

総

合
文

化

研
究

所

、
平

成

二
年

三

月
、

一
四

一
-

一
六

一
頁

)

な
ど

。

(2
)

現
在

『百

人

一
首

』

は

い
ろ

ん
な
観

点

か
ら
国

語
教

材

と

し

て
注

目

さ
れ

て

い
る
。
例

え
ば

、
小

寺

慶

昭

氏

は

「
国
語

教

育

の
中

の
百

人

一
首

」

(糸

井

通
浩

編

『
小
倉

百

人

一
首

を
学

ぶ
人

の
た

め

に
』

世
界

思
想

社

、
平

成

十
年

十

月
、

二
三

四

i

二

四
九

頁

)

に

は
、

『百

人

一
首

』

に
対

す

る
意

識

調
査

や
、

国
語

教
材

と

し

て

つ
か

う
場

合

の
要

点

な
ど

が

の
べ
ら

れ

て

い
る
。

ま

た
、
根

本

正

雄

氏

は

「
「
共

有

財
産

」

と

な
り

得

た

百

人

一
首

」

(
『
現
代

教

育

科

学
』

第

二
十

七
巻

第

九
号

、
明

治

図
書

出

版
、

昭
和

五

十

九
年

九

月
、

九

八
-

一
〇

三
頁

)

で

は
、

『百

人

一
首
』

を

う

ま

く
使

う

こ
と

で

「
学
級

の
活

性

化

が

行

わ
れ

た
」

と

い
う
報

告
が

あ

る
。

そ

の
他

現
在

は
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

で
も

種

々

の

『百

人

一
首
』

学
習

ソ

フ
ト
が

フ
リ

ー

ソ

フ
ト
と

し

て
手

に
入

る
状

況

に
あ

り
、
刊

行
物

の
中

に
は

0
歳

児

か
ら

の
学

習

用
教

材

も
市

販

さ

れ

て

い
る

(平

田
喜
行

監

修

『
く

も

ん
式

の
百

人

一
首

力

ー
ド

ー

0
歳

か
ら
』

公
文

公
、

平
成

五
年
十

一
月
)
。

(
3
)

『百

人

一
首
』

の
女

子

往
来

物

へ
の
受

容

形
態

に

つ

い
て
は
、
吉

海

直

人

氏

の

「女

子
用

往

来

物

と

し

て

の
百

人

一
首
」

(江

森

一
郎

監

修

『江

戸

時

代

女
性

生
活

絵

図
大

事

曲
ハ

別
巻

』

大
空

社
、

平
成

六
年

六
月

、

一

一
五
1

=

一

〇
頁

)

に
詳

し

い
。
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(
4
)

西
村

茂
樹

に

つ
い
て

は
、

種

々

の
研
究

書

や
論

文
が

あ

る
が

、

そ

の
生

い

立

ち

や
彼

の
思

想

に

つ
い

て

の
概

要

は
、

高

橋

昌

郎

『
人

物

叢

書

西

村

茂

樹

』

(吉
川

弘
文

館

、
昭

和

六
十

二
年

十

一
月

)

に

よ

っ
て
知

る
事

が

出
来

る
。

(
5
)

評

釈

さ
れ

な

か

っ
た
歌

は
次

の
通

り

で
あ

る
。
三

番

(柿

本

人

丸

)
、
七

番

(安

倍

仲

麿

)
、

一

一
番

(参

議

篁
)
、

一
二

番

(僧

正

遍

昭
)
、

=

二
番

(陽

成

院
)
、

一
四
番

(
河
原

左
大

臣

)
、

一
八
番

(藤

原
敏

行
朝

臣

)
、

一
九

番

(伊

勢

)
、

二
〇

番

(元
良

親

王
)
、

二

一
番

(素

性

法
師

)
、

二
五

番

(
三
条

右

大

臣

)
、

二

七
番

(中

納

言

兼

輔

)
、

二
九

番

(凡

河

内

躬

恒
)
、
三

〇

番

(壬

生

忠
岑

)
、

三

八
番

(右

近
)
、

三

九

番

(参

議

等

)
、

四
〇

番

(平

兼

盛
)
、

四

一
番

(壬

生
忠

見

)
、

四

二

番

(清

原

元

輔
)
、

四
三

番

(権

中

納

言

敦

忠

)
、

四

四

番

(中

納

言

朝

忠
)
、

四
五

番

(謙

徳

公

)
、

四

六

番

(曾

根

好

忠
)
、

四

八
番

(源
重

之

)
、

四

九

番

(大

中

臣

能

宣
朝

臣
)
、

五

〇

番

(藤

原

義

孝

)
、

五

一
番

(藤

原
実

方

朝

臣
)
、

五

二
番

(藤

原
道

信

朝

臣
)
、

五

三
番

(右

大

将

道

綱

母
)
、

五

四
番

(儀

同

三

司

母
)

と

五

六
番

以

下

の
歌

で
あ

る
。

こ

の
う

ち
七

番

と

=

番

は
同

誌

に
掲

載

さ

れ

て

い
た

「
金

玉
集

講

義
」

と

重
複

す

る

の

で
説

明

し

な

い
と

あ

る
。

し

か

し
、

五

六

番

以

降

は

こ

の

「
百

人

一
首

講

義

」

と

い
う
連

載
が

や

め
ら

れ

て

い
る

こ
と

か
ら

評
釈

さ
れ

て

い
な

い
と
思

わ

れ

る
。

何
故

こ

の
連
載

が
途

中

で
打

ち
切

ら
れ

た

か
は
不

明

で
あ

る
。

(
6
)

こ

の

『新

撰

百
人

一
首

』

は
、
伊

藤

嘉
夫

氏

に
よ

っ
て

「
異
種

百

人

一
首

-

主

と

し

て
秀

歌

を
輯

め

た
も

の
ー
」

『跡

見

学

園
女

子
大

学

紀

要
』

第

五
号

(跡

見
学

園

女

子

大
学

、

昭
和

五
十

七

年

三
月

、

五

七
ー

八

八
頁
)

中

に
翻
刻

さ
れ

て

い
る
。

(
7
)

同

時
代

(明
治

二
十
年

代

か

ら
)

に
賭

博
性

の
強

い

「花

か

る
た
」
が

流

行

し
た

の
も

か

る

た
会

の
印

象

を
悪

く

し

た

か
も

し

れ
な

い
。

「
花

か

る
た
」

の
流
行
に
つ
い
て
は
、
『国
民
之
友
』
第
百
十
号

(東
京
民
友
社
、
明
治
二
十

四
年
二
月
)
に

「花
歌
留
多
の
流
行
」
と
い
う
次

の
よ
う
な
記
事
が
あ
る

(四

四
頁
)
。

ト
ラ

ン
プ
遊

は
地
方

に
退
去

し

て
、
東

都

は
花

カ

ル

タ

の
流

行
、

正

に

酣

な

り
、
花

カ

ル
タ
は
、
曾

て
上
流

階

級

に
流

行

せ

し
が
、

今

や
駸

々
乎

と
し

て
書
生

仲

間

に
入

来

れ
り

、
花

カ

ル
タ

は
実

に
、
書

生
問

交

際

の

一

要

具

と

な

れ

り
、

(中
略

)
流

行

の
勢

、
曷

為

ぞ

斯

の
如

く

強

大

な

る
、

東

京

の
書

生

を
、
遊

民

と
作

し
、

博
徒

と
作

す

は
、
此

花

カ

ル
タ
な

る
哉

、

(8
)

丸

谷
才

一
氏

は

「
日
本

文
化

史

の
謎

1

な
ぜ

天

皇
が

恋

の
歌

を
詠

ま

な
く

な

っ
た

か
」

(
『文

藝

春
秋

』
第

五

十

五
巻

第

五
号

、
文

藝
春

秋

、
昭

和

五
十

二

年

五
月

、
三

四

ニ
ー

三

五

八
頁
)

で
、

司
馬

遼

太
郎

氏

と
対

談

し
、

そ

の
中

で

明
治

天
皇

以
来

天
皇

が
恋

歌

を

詠

ま
な

く

な

っ
た

こ
と

を
取

り

上
げ

、
議

論

し

て

い
る
。

さ

ら

に
氏

は

「
新

聞

短

歌

に
恋

歌

が

な

い

の

は

な
ぜ

P

」

(
「東

京

人
」

一
五
七

号
、

都
市

出

版
、

平
成

十

二
年

九

月
、

一
五
〇

1

一
六

一
頁
)

の

中

で
も

こ

の
問

題

に
ふ
れ

て
い
る
。

(
9
)

例

え

ぽ
速

見

晴

文

「続

恋

歌
論

」

(
『
こ

こ
ろ

の
華
』

第

九
号

、

こ

こ
ろ

の

華

発
行

所
、

明

治

三
十

一
年

十

月
、

一
一
-

一
五
頁
)

に
は
次

の
よ

う

な
記
述

が

あ

る

(
一
四
頁

)
。

目
下
歌
道
の
教
師
た
ら
ん
人
々
は
、
従
来
の
恋
歌
な
る
題
詠
は
よ
ま
ぬ

様
に
し
、
こ
は
万
葉
の
五
倫
に
渉
り
て
よ
む
も
の
な
る
由
を
、
生
徒
に
広

く
説
明
教
諭
し
、
か
の
風
流
文
弱
業
平
的
色
男
と
な
ら
ず
、
成
べ
く
は
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雄
々
し
き
道
徳
文
華
も
兼
有
せ
る
英
雄
的
の
人
材
を
こ
こ
ら
に
育
出
し

(後
略
)

こ
こ
に
は
、
男
性
的
な
人
間
を
育
成
し
よ
う
と
い
う
意
図
が
見
、兄
る
。

つ
ま

り
、
丈
夫
的
な
人
間
の
育
成
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
軟
弱
な
恋
歌
は
詠
ま
な

い
様
に
し
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
背
景
に
は
多
分
に
日
清
戦
争
の
よ
う
な
時
代
背
景
が
影
響
し
て
い
る
と

思
わ
れ
る
。

恋
歌
に
関
す
る
是
非
は
大
正
期
ま
で
続
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
は
必
ず
し
も

統

一
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
故
、
明
治
の
恋
歌
論
争
に
つ
い
て
は
別
の

論
稿
で
改
め
て
詳
し
く
論
じ
る
予
定
で
あ

る
。
本
論
稿
で
は
現
象
と
し
て
恋
歌

が
消
滅
し
て
い
っ
た
と
い
う
事
実
を
確
認
し
て
い
た
だ
け
れ
ぽ
結
構
で
あ
る
。

(10
)

新
説
と
し
て
は
、
小
林
幸
夫
氏
の

「開
化
期
和
歌
の
問
題
ー
新
題
歌
が
和

歌
を
殺
し
た
」
(『国
文
学

解
釈
と
教
材

の
研
究
』
第
四
十
五
巻
第
五
号
、
平

成
十
二
年
四
月
、
九
四
-

一
〇
〇
頁
)
が
あ
る
。
こ
の
論
稿
で
小
林
氏
は
、
長

年
培
わ
れ
、
受
け
継
が
れ
て
き
た
和
歌
の
美
意
識

・
美
的
観
念
を
新
題
歌
が
消

・
失
さ
せ
て
し
ま
っ
た
、
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
も
新
た
な
視
点
で
あ
っ
て
、
以

上
の
よ
う
な
説
を
総
合
的
に
考
証
し
な
が
ら
、
旧
派
和
歌
が
衰
退
し
た
理
由
を

考
え
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

(11
)

正
岡
子
規
な
ど
は
、
「歌
話
」
(「日
本
」
明
治
三
十
二
年
七
月
二
十
六
日

号
掲
載
)
の
中

で
、
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る

(『明
治
文
学
全
集
五
三

正

岡
子
規
』
筑
摩
書
房
、
昭
和
五
十

一
年
四
月
、
二
三
六
頁
)。

○
最
普
通
な
る
小
倉
百
人

一
首
は
悪
歌
の
巣
窟
な
り
。
其
中
に
て
初
の
七

八
首
は
お
し
な
ら
し
て
可
な
れ
ど
其
よ
り
後
の
方
は
盡
く
取
る
に
足
ら

ず
。
こ
れ
が
定
家
の
撰
な
り
や
否
や
は
知
ら
ず
。
い
つ
れ
に
し
て
も
悪

集
は
悪
集
な
り
。

こ
の
よ
う
な
朔
太
郎
と
子
規
の

『百
人

一
首
』
観
の
違

い
は
、
両
者
の
与
謝

蕪
村
に
対
す
る
評
価
の
違
い
や
、
「現
歌
壇

へ
の
公
開
状
」
を
は
じ
め
と
す
る

一
連
の
ア
ラ
ラ
ギ
主
導
的
な
歌
壇

へ
の
挑
戦
的
な
発
言
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
短

歌
観
の
違
い
に
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
、
非
常
に
興
味
深
い
。
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